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（２）学校質問紙調査 

 

 

 

 
 

〈学校質問紙調査と教科の結果〉 

 【小学校】  【中学校】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

領域名 対応する質問番号 成果と課題 

教科指導  

国 語 科 の 指 導

方法 

小 39～44 

中 40～45 

◇国語の授業において、「様々な文章を読む習

慣を付ける授業を行った」小中学校の割合

は全国に比べて高い。 

◆算数・数学の授業において、「発展的な学習

の指導を行った」小学校の割合は全国に比べて

低い。 

◆英語の授業において、聞いたり読んだりし

たことについて、「生徒同士で英語で問答し

たり意見を述べ合ったりする」、「その内容

を英語で書いてまとめたり自分の考えを英

語で書いたりする」言語活動を行った中学

校の割合は、全国に比べて低い。 

算 数 ・ 数 学 科

の指導方法 

小 45～48 

中 46～49 

英 語 科 の 指 導

方法 
中 50～58 

授業改善・

生徒指導 

授業改善 
小 32、37、38 

中 33、37、38 

◇「課題の解決に向けて、自分で考え、自分

から取り組むことができている」割合は、

中学校は全国に比べて高い。 

◆小中学校とも「生徒指導」に関する項目は、

全国に比べて低い。 
生徒指導 

小 9、11～14 

中 9、11～14 

学校経営 

学校運営 
小 15～21 

中 15～21 

◇小中学校とも「講師を招聘した校内研修を

行っている」割合は、全国に比べて高い。 

◇「職場見学や職場体験活動を行っている」

小学校の割合は、全国に比べて著しく高い。 

◆「学校全体の言語活動の実施状況や課題に

ついて、全教職員の間で話し合ったり、検

討したりしている」割合は、小中学校とも

全国に比べて低い。 

教 職 員 の 資 質

能力の向上 

小 22～31 

中 23～32 

家 庭 や 地 域 と

の連携 

小 54～58 

中 68～72 

 

 全体的に、中学校の肯定的回答の割合は全国に比べて低い状況である。 

 領域別に見ると、「国語科の指導方法」「算数・数学科の指導方法」は、小学校は全

国に比べて低く、中学校は高い。「英語科の指導方法」は全国に比べて低い状況であ

る。「教職員の資質能力の向上」は小中学校とも全国に比べて高く、「家庭や地域との

連携」は、小学校が全国に比べて高く、取組に力を入れていることがうかがえる。 
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② 成果と課題 
 

全
体
的
な
状
況 

成果 

◇ 「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」は指数で昨年度より2.8ポイント、「記

述式」はより5.7ポイント上昇した。 

◇ 児童質問紙で、「国語の勉強は大切だ」「学習したことは将来役に立つ」と肯定的に回

答した児童の割合は９割を超え、関心の高さを示している。 

課題 

◆ 文と文との意味のつながりを考えながら、接続語を使って内容を分けて書く設問は、

全国的に正答率が５割に満たない中で、さらに、本県は全国より低く、無解答率も全

国より高い。昨年度に課題が見られた主語・述語の照応とあわせて、文の構成の理解

は継続的課題である。 

◆ 目的に応じて話すことや聞くことに課題がある。  

 

話すこと 

聞くこと 

◇ 話し手の意図を捉えながら聞き、話の展開に沿って、自分の理解を確認するための質

問をすることについては、相当数の児童が理解できている【３一】。 

◆ 上記【３一】のように目的が明確に与えられていれば理解できるが、目的に応じて質

問を工夫することは、課題である【３二】。自分はどのような情報を求めているのかを

明確にし、あらかじめ用意した質問を予定した順序で聞くだけではなく、話の展開に

沿って、目的に応じた質問ができるように指導することが大切である。 

書くこと 

◇ 図表やグラフなどを用いた目的を捉えることは、過去の同趣旨問題に比べておおむね

理解できており、無解答率も非常に低い【１一】。 

◆ 情報を相手に分かりやすく伝えるための記述の仕方の工夫を捉えることに課題がある

【１二】。どのように書くと相手に伝わりやすいか、なぜその表現がふさわしいのかな

ど、適切な記述の仕方を考えるように習慣付けることが大切である。 

読むこと 

◇ 目的に応じて、文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら読むことが

できている【２一（１）】。何のために、何を知りたいのか、どのような情報が必要な

のかなど、目的を明確にして読むことや、目的に照らして、自分の考えと関係付けて

読むことができるように指導することが大切である。 

伝統的な言語

文化と国語の

特質に関する

事項 

◆ 学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことに課題がある。 

・「調査のたいしょう」【１四（１）ア】・「かんしんをもってもらいたい」【ウ】。 

◆ 文と文との意味のつながりを考えながら、接続語を使って内容を分けて書くことに課

題がある【１四（２）】。一文の長さを意識して文を書くことや、自分が書いた文を

読み返し、接続語を使って複数の文に分けて書き直したことで、伝えたいことがよ

り明確になったという実感をもつことができるように指導することも大切である。 

その他 

◇ 児童質問紙において、【４０】「国語の授業で学習したことは、将来、社会に出

たときに役に立つと思いますか」という質問に対する肯定的回答の割合は９割

に達している。【４１】「国語の授業で学習したことを、普段の生活の中で、話

したり聞いたり書いたり読んだりするときに活用しようと」する態度（千葉

76.3%、全国76.9%）に一層つながっていくことが望まれる。 

◆ 【４４】「国語の授業で文章や資料を読むとき、目的に応じて、必要な語や文を

見つけたり、文章や段落どうしの関係を考えたりしながら読んでいますか」(千

葉68.2％、全国71.4％)について、肯定的な回答の割合は全国に比べて低い。読む

ときの着眼点や接続語の機能、文章の構成などの指導を通して、【４２】「目的に応

じて、自分の考えを話したり書いたり」（千葉75.7%、全国78.1%）する場面に生か

せるように指導することが大切である。 
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１ 教科に関する調査 

（１）小学校国語 

① 調査区分ごとに見た傾向 

 

 

 

 

 

  

 

 

○チャートグラフ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○経年変化グラフ 

 

 

 

 

 

H27 H28 H29 H30 H31
知識 101.7 99.3 100.3 99
活用 98.3 99.5 99.1 96.9 98.7

94

96

98

100

102

104

106
知識／活用（H31は全体）

H27 H28 H29 H30 H31
話す・聞く 98.9 99.6 98.4 98.1 96.7
書くこと 98.1 99.4 98.9 96.3 97.8
読むこと 100.8 99.5 99.2 99.5 98.7
伝・国 100.6 99 100.5 97.9 100.7

94

96

98

100

102

104

106
領域等

→ 

H27 H28 H29 H30 H31
選択式 99.8 100.4 99.5 99.3 98
短答式 102.4 98.9 100.8 83.9 101.8
記述式 95.8 97.3 97.4 91 96.7

82
85
88
91
94
97

100
103
106

問題形式

→ → 

 
98.7 

→ 

91.0 

平均正答率 
 平均正答率は、全国に比べ 0.8 ポイント低い。 
領   域   等 

全国を 100 とした時の指数に比べ、「話すこと・聞くこと」は 3.3 ポイント低く、
「書くこと」は 2.2 ポイント、「読むこと」は 1.3 ポイント低い。「伝統的な言語文化
と国語の特質に関する事項」は 0.7 ポイント高く、昨年度より 2.8 ポイント上昇した。 
問 題 形 式 

指数では、「選択式」「記述式」が低い状況であるが、「記述式」は昨年度より 5.7
ポイント上昇した。 

※平成31年度より知識と活用が一体化されたため、独立して示している。

88

94

100

106
知識

活用

話すこと・

聞くこと

書くこと

読むこと伝統的な言語文化と国語

の特質に関する事項

記述式

短答式

選択式

平成29年度

99.0 

88

94

100

106
知識

活用

話すこと・

聞くこと

書くこと

読むこと伝統的な言語文化と国語

の特質に関する事項

記述式

短答式

選択式

平成28年度

98.0 

99.0 

88

94

100

106
知識

活用

話すこと・

聞くこと

書くこと

読むこと伝統的な言語文化と国語

の特質に関する事項

記述式

短答式

選択式

平成27年度

82

88

94

100

106
知識

活用

話すこと・

聞くこと

書くこと

読むこと伝統的な言語文化と国語

の特質に関する事項

記述式

短答式

選択式

平成30年度

 
98.7 

88

94

100

106
全体

話すこと・

聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国語

の特質に関する事項

記述式

短答式

選択式

平成31年度
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② 成果と課題 
 

全
体
的
な
状
況 

成果 

◇ 「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」は指数で昨年度より2.8ポイント、「記

述式」はより5.7ポイント上昇した。 

◇ 児童質問紙で、「国語の勉強は大切だ」「学習したことは将来役に立つ」と肯定的に回

答した児童の割合は９割を超え、関心の高さを示している。 

課題 

◆ 文と文との意味のつながりを考えながら、接続語を使って内容を分けて書く設問は、

全国的に正答率が５割に満たない中で、さらに、本県は全国より低く、無解答率も全

国より高い。昨年度に課題が見られた主語・述語の照応とあわせて、文の構成の理解

は継続的課題である。 

◆ 目的に応じて話すことや聞くことに課題がある。  

 

話すこと 

聞くこと 

◇ 話し手の意図を捉えながら聞き、話の展開に沿って、自分の理解を確認するための質

問をすることについては、相当数の児童が理解できている【３一】。 

◆ 上記【３一】のように目的が明確に与えられていれば理解できるが、目的に応じて質

問を工夫することは、課題である【３二】。自分はどのような情報を求めているのかを

明確にし、あらかじめ用意した質問を予定した順序で聞くだけではなく、話の展開に

沿って、目的に応じた質問ができるように指導することが大切である。 

書くこと 

◇ 図表やグラフなどを用いた目的を捉えることは、過去の同趣旨問題に比べておおむね

理解できており、無解答率も非常に低い【１一】。 

◆ 情報を相手に分かりやすく伝えるための記述の仕方の工夫を捉えることに課題がある

【１二】。どのように書くと相手に伝わりやすいか、なぜその表現がふさわしいのかな

ど、適切な記述の仕方を考えるように習慣付けることが大切である。 

読むこと 

◇ 目的に応じて、文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら読むことが

できている【２一（１）】。何のために、何を知りたいのか、どのような情報が必要な

のかなど、目的を明確にして読むことや、目的に照らして、自分の考えと関係付けて

読むことができるように指導することが大切である。 

伝統的な言語

文化と国語の

特質に関する

事項 

◆ 学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことに課題がある。 

・「調査のたいしょう」【１四（１）ア】・「かんしんをもってもらいたい」【ウ】。 

◆ 文と文との意味のつながりを考えながら、接続語を使って内容を分けて書くことに課

題がある【１四（２）】。一文の長さを意識して文を書くことや、自分が書いた文を

読み返し、接続語を使って複数の文に分けて書き直したことで、伝えたいことがよ

り明確になったという実感をもつことができるように指導することも大切である。 

その他 

◇ 児童質問紙において、【４０】「国語の授業で学習したことは、将来、社会に出

たときに役に立つと思いますか」という質問に対する肯定的回答の割合は９割

に達している。【４１】「国語の授業で学習したことを、普段の生活の中で、話

したり聞いたり書いたり読んだりするときに活用しようと」する態度（千葉

76.3%、全国76.9%）に一層つながっていくことが望まれる。 

◆ 【４４】「国語の授業で文章や資料を読むとき、目的に応じて、必要な語や文を

見つけたり、文章や段落どうしの関係を考えたりしながら読んでいますか」(千

葉68.2％、全国71.4％)について、肯定的な回答の割合は全国に比べて低い。読む

ときの着眼点や接続語の機能、文章の構成などの指導を通して、【４２】「目的に応

じて、自分の考えを話したり書いたり」（千葉75.7%、全国78.1%）する場面に生か

せるように指導することが大切である。 
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１ 教科に関する調査 

（１）小学校国語 

① 調査区分ごとに見た傾向 
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H27 H28 H29 H30 H31
知識 101.7 99.3 100.3 99
活用 98.3 99.5 99.1 96.9 98.7

94

96

98

100

102

104

106
知識／活用（H31は全体）

H27 H28 H29 H30 H31
話す・聞く 98.9 99.6 98.4 98.1 96.7
書くこと 98.1 99.4 98.9 96.3 97.8
読むこと 100.8 99.5 99.2 99.5 98.7
伝・国 100.6 99 100.5 97.9 100.7

94

96

98

100

102

104

106
領域等

→ 

H27 H28 H29 H30 H31
選択式 99.8 100.4 99.5 99.3 98
短答式 102.4 98.9 100.8 83.9 101.8
記述式 95.8 97.3 97.4 91 96.7

82
85
88
91
94
97

100
103
106

問題形式

→ → 

 
98.7 

→ 

91.0 

平均正答率 
 平均正答率は、全国に比べ 0.8 ポイント低い。 
領   域   等 

全国を 100 とした時の指数に比べ、「話すこと・聞くこと」は 3.3 ポイント低く、
「書くこと」は 2.2 ポイント、「読むこと」は 1.3 ポイント低い。「伝統的な言語文化
と国語の特質に関する事項」は 0.7 ポイント高く、昨年度より 2.8 ポイント上昇した。 
問 題 形 式 

指数では、「選択式」「記述式」が低い状況であるが、「記述式」は昨年度より 5.7
ポイント上昇した。 

※平成31年度より知識と活用が一体化されたため、独立して示している。
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[

知
識

]

に
関
す
る
問
題

[

活
用

]

に
関
す
る
問
題

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

全
国
と
の
差

設
問
番
号

学
習
学
年

問
題
形
式

正答率(％) 無解答率(％)

全
国
と
の
差

出題の趣旨
領
域
等

評
価
の
観
点

(参考)

問
　
題

設問の概要

四(１)
ウ

伝
５
・
６

言 〇 〇 短 37.1 1.5 5.4 0.5

四(２) 伝
３
・
４

言 〇 〇 短 46.6 -1.2 13.0 1.7

課題改善 75.0 -0.9 5.8 0.8

H28
B3三

50.6 -2.3 13.2 1.7

H30
B3二

50.8 -1.5 13.9 2.0

二 読
５
・
６

読 〇 〇 選 86.7 -1.8 5.5 1.3

課題改善 65.3 -2.1 5.1 0.9

H28
B1二

50.6 -0.5 0.6 0.1

H28
B1三

49.1 -1.3 8.9 1.1

課題改善 64.1 -4.1 ▼ 16.6 2.4

H28
B1三

49.1 -1.3 8.9 1.1

H30
B1三

29.0 -4.8 ▼ 7.7 1.5

四 伝
３
・
４

言 〇 〇 選 70.9 -2.1 8.9 1.0

公衆電話について調べ
たことを【報告する文
章】の囲み部分の中の
１文を、接続語「そこ
で」を使って２文に分
けて書き直す

梅干し作りについて
【知りたいこと】を調
べるために、選んだ本
の【目次の一部】から
読むページとして適切
なものを選択する

文と文との意味の
つながりを考えな
がら、接続語を
使って内容を分け
て書く

目的に応じて、本
や文章全体を概観
して効果的に読む

選〇 2.1 0.780.3 -0.4

話
５
・
６

関
・
話

〇

公衆電話について調べ
たことを【報告する文
章】の中の傍線部ウを
漢字を使って書き直す
（かんしんをもっても
らいたい）

学年別漢字配当表
に示されている漢
字を文の中で正し
く使う

記

読
５
・
６

関
・
読

〇 記

〇 〇話 選話
５
・
６

4.2 0.8

2

3

畳職人への【インタ
ビューの様子】の囲み
部分の場面における、
質問の工夫として適切
なものを選択する

目的に応じて、質
問を工夫する

【インタビューの様
子】の空欄イに、畳職
人の仕事への思いや考
えに着目して心に残っ
たことを書く

話し手の意図を捉
えながら聞き、自
分の考えをまとめ
る

1

一(２)

三

食べ物の保存について
まとめている【ノート
の一部】の空欄イに、
疑問に思ったことの②
に対する答えになるよ
うに考えて書く

目的に応じて、文
章の内容を的確に
押さえ、自分の考
えを明確にしなが
ら読む

二

ことわざの使い方の例
として、【ノートの一
部】の空欄ウに入る適
切なものを選択する
（習うより慣れよ）

ことわざの意味を
理解して、自分の
表現に用いる

話し手の意図を捉
えながら聞き、話
の展開に沿って、
自分の理解を確認
するための質問を
する

畳職人への【インタ
ビューの様子】の空欄
アに入る、自分の理解
が正しいかを確認する
質問として適切なもの
を選択する

一

食べ物の保存について
まとめている【ノート
の一部】の空欄アに入
る、疑問に思ったこと
の①に対する答えとし
て適切なものを選択す
る

一(１)

選〇〇話
５
・
６

話

〇読
５
・
６

読

目的に応じて、文
章の内容を的確に
押さえ、自分の考
えを明確にしなが
ら読む

80.3 -1.0

－ 15 －

 　③　各設問の結果

[

知
識

]

に
関
す
る
問
題

[

活
用

]

に
関
す
る
問
題

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

課題改善 69.8 -1.4 0.8 0.3

H28
B2二(1)

49.9 -1.5 7.7 1.0

H28
B2二(2)

63.1 -1.1 8.8 1.1

同一 38.4 -3.5 ▼ 9.7 1.5

H29
A7(1)

41.0 -1.0 11.5 0.9

四(１)
イ

伝
５
・
６

言 〇 〇 短 76.4 7.0 △ 8.7 -3.4 △

短

：全国を下回るもの

△（ 良  好 ） ：全国との差３．０ポイント以上
▼（課題あり） ：全国との差３．０ポイント以上

（凡例）

　〔出題の趣旨〕
　　　「課題改善」　過去の調査結果からの課題を踏まえた問題
　　　「同一」　　　過去の調査と同一の問題
　〔領域等〕学習指導要領の領域等
　　　「話」　話すこと・聞くこと　　　「書」　書くこと　　　「読」　読むこと
　　　「伝」　伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
　〔評価の観点〕
　　　「関」　国語への関心・意欲・態度　　　　　「話」　話す・聞く能力
　　　「書」　書く能力　　　　　　　　　　　　　「読」　読む能力
　　　「言」　言語についての知識・理解・技能
　〔問題形式〕
　　　「選」　選択式　　　　　「短」　短答式　　　　　「記」　記述式

全
国
と
の
差

設
問
番
号

学
習
学
年

28.0 -0.8 4.6 0.8

四(１)
ア

公衆電話について調べ
たことを【報告する文
章】の中の傍線部アを
漢字を使って書き直す
（調査のたいしょう）

学年別漢字配当表
に示されている漢
字を文の中で正し
く使う

問
題
形
式

正答率(％) 無解答率(％)

全
国
と
の
差

出題の趣旨
領
域
等

評
価
の
観
点

(参考)

選〇
５
・
６

書

問
　
題

設問の概要

公衆電話について調べ
たことを【報告する文
章】で〈資料２〉と
〈資料３〉をそれぞれ
どのような目的で用い
ているか、適切なもの
を選択する

一

公衆電話について調べ
たことを【報告する文
章】の「（２）公衆電
話にはどのような使い
方や特ちょうがあるの
か」における書き方の
工夫として適切なもの
を選択する

二
５
・
６

書

伝
５
・
６

言 〇 〇

図表やグラフなど
を用いた目的を捉
える

情報を相手に分か
りやすく伝えるた
めの記述の仕方の
工夫を捉える

書
５
・
６

関
・
書

記〇三

公衆電話について調べ
たことを【報告する文
章】の空欄に、「２
調査の内容と結果」の
（１）と（２）で分
かったことをまとめて
書く

目的や意図に応じ
て、自分の考えの
理由を明確にし、
まとめて書く

1

公衆電話について調べ
たことを【報告する文
章】の中の傍線部イを
漢字を使って書き直す
（友達にかぎらず）

学年別漢字配当表
に示されている漢
字を文の中で正し
く使う

1.77.6

〇書

〇書 -1.262.2選〇

－ 14 －

－ 14 － － 15 －



[

知
識

]

に
関
す
る
問
題

[

活
用

]

に
関
す
る
問
題

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

全
国
と
の
差

設
問
番
号

学
習
学
年

問
題
形
式

正答率(％) 無解答率(％)

全
国
と
の
差

出題の趣旨
領
域
等

評
価
の
観
点

(参考)

問
　
題

設問の概要

四(１)
ウ

伝
５
・
６

言 〇 〇 短 37.1 1.5 5.4 0.5

四(２) 伝
３
・
４

言 〇 〇 短 46.6 -1.2 13.0 1.7

課題改善 75.0 -0.9 5.8 0.8

H28
B3三

50.6 -2.3 13.2 1.7

H30
B3二

50.8 -1.5 13.9 2.0

二 読
５
・
６

読 〇 〇 選 86.7 -1.8 5.5 1.3

課題改善 65.3 -2.1 5.1 0.9

H28
B1二

50.6 -0.5 0.6 0.1

H28
B1三

49.1 -1.3 8.9 1.1

課題改善 64.1 -4.1 ▼ 16.6 2.4

H28
B1三

49.1 -1.3 8.9 1.1

H30
B1三

29.0 -4.8 ▼ 7.7 1.5

四 伝
３
・
４

言 〇 〇 選 70.9 -2.1 8.9 1.0

公衆電話について調べ
たことを【報告する文
章】の囲み部分の中の
１文を、接続語「そこ
で」を使って２文に分
けて書き直す

梅干し作りについて
【知りたいこと】を調
べるために、選んだ本
の【目次の一部】から
読むページとして適切
なものを選択する

文と文との意味の
つながりを考えな
がら、接続語を
使って内容を分け
て書く

目的に応じて、本
や文章全体を概観
して効果的に読む

選〇 2.1 0.780.3 -0.4

話
５
・
６

関
・
話

〇

公衆電話について調べ
たことを【報告する文
章】の中の傍線部ウを
漢字を使って書き直す
（かんしんをもっても
らいたい）

学年別漢字配当表
に示されている漢
字を文の中で正し
く使う

記

読
５
・
６

関
・
読

〇 記

〇 〇話 選話
５
・
６

4.2 0.8

2

3

畳職人への【インタ
ビューの様子】の囲み
部分の場面における、
質問の工夫として適切
なものを選択する

目的に応じて、質
問を工夫する

【インタビューの様
子】の空欄イに、畳職
人の仕事への思いや考
えに着目して心に残っ
たことを書く

話し手の意図を捉
えながら聞き、自
分の考えをまとめ
る

1

一(２)

三

食べ物の保存について
まとめている【ノート
の一部】の空欄イに、
疑問に思ったことの②
に対する答えになるよ
うに考えて書く

目的に応じて、文
章の内容を的確に
押さえ、自分の考
えを明確にしなが
ら読む

二

ことわざの使い方の例
として、【ノートの一
部】の空欄ウに入る適
切なものを選択する
（習うより慣れよ）

ことわざの意味を
理解して、自分の
表現に用いる

話し手の意図を捉
えながら聞き、話
の展開に沿って、
自分の理解を確認
するための質問を
する

畳職人への【インタ
ビューの様子】の空欄
アに入る、自分の理解
が正しいかを確認する
質問として適切なもの
を選択する

一

食べ物の保存について
まとめている【ノート
の一部】の空欄アに入
る、疑問に思ったこと
の①に対する答えとし
て適切なものを選択す
る

一(１)

選〇〇話
５
・
６

話

〇読
５
・
６

読

目的に応じて、文
章の内容を的確に
押さえ、自分の考
えを明確にしなが
ら読む

80.3 -1.0

－ 15 －

 　③　各設問の結果

[

知
識

]

に
関
す
る
問
題

[

活
用

]

に
関
す
る
問
題

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

課題改善 69.8 -1.4 0.8 0.3

H28
B2二(1)

49.9 -1.5 7.7 1.0

H28
B2二(2)

63.1 -1.1 8.8 1.1

同一 38.4 -3.5 ▼ 9.7 1.5

H29
A7(1)

41.0 -1.0 11.5 0.9

四(１)
イ

伝
５
・
６

言 〇 〇 短 76.4 7.0 △ 8.7 -3.4 △

短

：全国を下回るもの

△（ 良  好 ） ：全国との差３．０ポイント以上
▼（課題あり） ：全国との差３．０ポイント以上

（凡例）

　〔出題の趣旨〕
　　　「課題改善」　過去の調査結果からの課題を踏まえた問題
　　　「同一」　　　過去の調査と同一の問題
　〔領域等〕学習指導要領の領域等
　　　「話」　話すこと・聞くこと　　　「書」　書くこと　　　「読」　読むこと
　　　「伝」　伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
　〔評価の観点〕
　　　「関」　国語への関心・意欲・態度　　　　　「話」　話す・聞く能力
　　　「書」　書く能力　　　　　　　　　　　　　「読」　読む能力
　　　「言」　言語についての知識・理解・技能
　〔問題形式〕
　　　「選」　選択式　　　　　「短」　短答式　　　　　「記」　記述式

全
国
と
の
差

設
問
番
号

学
習
学
年

28.0 -0.8 4.6 0.8

四(１)
ア

公衆電話について調べ
たことを【報告する文
章】の中の傍線部アを
漢字を使って書き直す
（調査のたいしょう）

学年別漢字配当表
に示されている漢
字を文の中で正し
く使う

問
題
形
式

正答率(％) 無解答率(％)

全
国
と
の
差

出題の趣旨
領
域
等

評
価
の
観
点

(参考)

選〇
５
・
６

書

問
　
題

設問の概要

公衆電話について調べ
たことを【報告する文
章】で〈資料２〉と
〈資料３〉をそれぞれ
どのような目的で用い
ているか、適切なもの
を選択する

一

公衆電話について調べ
たことを【報告する文
章】の「（２）公衆電
話にはどのような使い
方や特ちょうがあるの
か」における書き方の
工夫として適切なもの
を選択する

二
５
・
６

書

伝
５
・
６

言 〇 〇

図表やグラフなど
を用いた目的を捉
える

情報を相手に分か
りやすく伝えるた
めの記述の仕方の
工夫を捉える

書
５
・
６

関
・
書

記〇三

公衆電話について調べ
たことを【報告する文
章】の空欄に、「２
調査の内容と結果」の
（１）と（２）で分
かったことをまとめて
書く

目的や意図に応じ
て、自分の考えの
理由を明確にし、
まとめて書く

1

公衆電話について調べ
たことを【報告する文
章】の中の傍線部イを
漢字を使って書き直す
（友達にかぎらず）

学年別漢字配当表
に示されている漢
字を文の中で正し
く使う

1.77.6

〇書

〇書 -1.262.2選〇

－ 14 －

－ 14 － － 15 －



－ 17 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１四

（１）ア 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 無解答率(％) 

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正し

く使う 

県 差 県 差 

38.4 -3.5 9.7 +1.5 

１四（２） 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 無解答率(％) 

文と文との意味のつながりを考えながら、接続語を

使って内容を分けて書く 

県 差 県 差 

46.6 -1.2 13.0 +1.7 

四 

高
橋
さ
ん
は
、【
報
告
す
る
文
章
】
を
書
き
終
え
、
読
み
返
し
て
い
ま
す
。
次
の
⑴
と
⑵
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

 

⑵ 

高
橋
さ
ん
は
、
読
み
手
に
伝
わ
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、【
報
告
す
る
文
章
】
の 

 

の
文
を
二
つ
の
文

に
分
け
て
書
き
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
文
と
文
と
を
つ
な
ぐ
言
葉
に
は
「
そ
こ
で
」
を
使
い
ま
す
。
書
き
直
し
た

一
文
目
の
終
わ
り
の
五
文
字
と
、
二
文
目
の
「
そ
こ
で
、」
に
続
く
五
文
字
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
読
点
（
、）

も
字
数
に
ふ
く
み
ま
す
。 

 

○
本
県
で
は
正
答
の
条
件
を
満
た
し
て
解
答
し
て
い
る
児
童
の
割
合
は
四
六
．
六
％
で
あ

る
。
文
脈
に
沿
っ
て
接
続
語
「
そ
こ
で
」
の
働
き
を
正
し
く
理
解
し
、
意
味
の
つ
な
が

り
や
文
末
表
現
を
考
え
て
、
二
文
に
分
け
て
書
き
直
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
児
童
の

割
合
（
類
型
99
）
は
四
〇
．
三
％
、
無
解
答
率
は
一
三
．
〇
％
で
あ
る
。 

   

        ○
平
成
二
十
五
年
度
Ａ
３
に
同
趣
旨
の
出
題
が
あ
っ
た
ほ
か
、
平
成
三
十
年
度
Ａ
５
（
主

語
と
述
語
と
の
照
応
）
に
課
題
が
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
文
の
構
造
に
関
す
る
理
解
に
課

題
が
あ
る
。 

○
学
習
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
一
文
の
長
さ
が
適
切
か
、
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
か
を
意

識
し
て
書
か
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
文
と
文
と
の
意
味
の
つ
な
が
り
に

気
を
付
け
て
内
容
を
分
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
接
続
語
の
役
割
を
正
し
く
捉
え
、

適
切
に
選
ん
で
使
う
よ
う
に
す
る
こ
と
、
文
末
表
現
を
整
え
て
書
く
よ
う
に
す
る
こ
と

を
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
。 

《（
類
型
99
）
の
解
答
例
》 

・「
に
し
ま
し
た
」。
そ
こ
で
、「
実
際
に
町
を
」 

 
 
 

→ 

二
つ
の
内
容
に
分
け
て
書
く
箇
所
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

な
い
。 

・「
っ
た
の
で 

、」。
そ
こ
で
、「
わ
た
し
は
、」  

・「
だ
と
思
っ
た
」。
そ
こ
で
、「
わ
た
し
は
、」 

・「
と
が
大
切
だ
」。
そ
こ
で
、「
わ
た
し
は
、」 

 
 
 

→ 

文
末
を
【
報
告
す
る
文
章
】
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
に
書
き
直
す
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
。【
報
告
す
る
文
章
】
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
書
き
直

し
て
い
る
と
い
う
学
習
過
程
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。 

四 

高
橋
さ
ん
は
、【
報
告
す
る
文
章
】
を
書
き
終
え
、
読
み
返
し
て
い
ま
す
。
次
の
⑴
と
⑵
の
問
い
に
答
え
ま
し

ょ
う
。 

 

⑴ 

高
橋
さ
ん
は
、
習
っ
て
い
る
漢
字
が
ひ
ら
が
な
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
、
書
き
直

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。【
報
告
す
る
文
章
】
の 

 
 
 
 
 

部
ア
か
ら
ウ
の
ひ
ら
が
な
を
、
漢
字
で
て
い
ね
い

に
書
き
ま
し
ょ
う
。 

  

そ
こ
で
、
地
い
き
の
人
三
十
人
を
調
査
の 

た
い
し
ょ
う
と
し
て
、
公
衆
電
話
は
必
要
か
ど
う
か
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
必
要
だ
と
回
答
し
ま
し
た
。 

   

今
回
の
調
査
を
通
し
て
知
っ
た
こ
と
を
、
学
級
の
友
達
に 

か
ぎ
ら
ず
多
く
の
友
達
に
伝
え
、
公
衆
電
話
に

つ
い
て 

か
ん
し
ん
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 イ 

 ア 

イ 

《
平
成
二
十
九
年
度
Ａ
７
》

ウ 

○
本
県
児
童
の
正
答
率
は
（
ア
）
が
三
八
．
四
％
（
全
国
四
一
．
九
％
）、（
イ
）
が

七
六
．
四
％
（
全
国
六
九
．
四
％
）、（
ウ
）
が
三
七
．
一
％
（
全
国
三
五
．
六
％
）

で
あ
る
。 

 

（
ア
）
で
「
対
称
」
な
ど
と
解
答
し
た
児 

童
の
割
合
（
類
型
３
）
は
三
〇
．
五
％
、 

「
大
正
」、「
大
賞
」
な
ど
（
類
型
99
）
は 

一
六
．
五
％
で
あ
る
。
ま
た
、（
ウ
）
で 

「
感
心
」
と
解
答
し
た
児
童
の
割
合
（
類 

型
２
）
は
四
五
．
〇
％
で
あ
る
。 

「
対
象
」
を
単
独
で
書
か
せ
た
平
成
二
十 

九
年
度
Ａ
７
の
本
県
正
答
率
は
四
一
．
〇 

％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
文
章
中
で
使
わ 

れ
て
い
る
同
音
異
義
語
を
適
切
に
書
く
こ
と
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

○
学
習
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
新
出
漢
字
の
練
習
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
脈
に
沿
っ
た
正
し

い
使
い
方
の
習
得
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
各
学
年
の
発
達
段
階
に

応
じ
た
指
導
を
工
夫
し
、
特
に
熟
語
な
ど
の
語
句
の
使
用
が
増
え
る
高
学
年
に
お
い
て

は
、
漢
字
の
持
つ
意
味
を
考
え
な
が
ら
正
し
く
使
っ
た
り
、
同
音
異
義
語
に
注
意
し
て

使
っ
た
り
す
る
習
慣
を
付
け
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
文
脈
に
沿
っ
て
正
し
い
漢
字
を
書

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

≪

平
成
二
十
九
年
度
Ａ
７≫
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⼩学校・国語【課題の⾒られた設問の例】  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○
（
１
）
と
（
２
）
の
両
方
か
ら
、
分
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て

書
く
条
件
を
満
た
し
て
正
答
し
て
い
る
本
県
の
児
童
の
割
合
は
二
八
．
〇
％
で
あ
る
。 

 

（
１
）
か
ら
の
み
、
分
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
児
童
の
割
合
（
類
型
４
）

は
一
八
．
二
％
で
あ
る
。 

   

（
２
）
か
ら
の
み
、
分
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
児
童
の
割
合
（
類
型
５
） 

は
六
．
九
％
お
り
、
昨
年
度
調
査
Ｂ
２
二
「
給
食
の
献
立
を
【
お
す
す
め
す
る
文
章
】 

に
、
む
し
歯
を
防
ぐ
効
果
に
つ
い
て
、【
保
健
室
の
先
生
の
話
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
】
を 

取
り
入
れ
て
詳
し
く
書
く
」
設
問
（
本
県
正
答
率
一
〇
．
九
％
）
と
同
様
、
複
数
の
内 

容
を
あ
げ
て
ま
と
め
て
書
く
こ
と
に
引
き
続
き
課
題
が
見
ら
れ
る
。 

   

ま
た
、
調
査
内
容
そ
の
も
の
を
書
い
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
と
区
別
で
き 

て
い
な
い
児
童
の
割
合
（
類
型
６
）
も
九
．
六
％
に
の
ぼ
り
、
事
実
と
感
想
、
意
見
な 

ど
と
を
区
別
し
て
書
く
こ
と
に
課
題
が
あ
る
。 

○
学
習
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
事
実
を
客
観
的
に
書
く
、
文
末
表
現
に
注
意
し
て
書
く
な

ど
、
事
実
と
考
え
と
を
区
別
し
て
書
く
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
、
自
分
の
考
え
を
支
え
る
理
由
や
事
例
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す 

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
調
べ
て
分
か
っ
た
事
実
か
ら
、
自
分
の
考
え 

を
支
え
る
も
の
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
複
数
取
り
上
げ
、
自
分
の
考
え
と
関
連
づ 

け
て
書
く
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

三 

高
橋
さ
ん
は
、「
３ 

調
査
の
結
果
を
も
と
に
考
え
た
こ
と
」
の         

に
「
２ 

調
査
の
内
容
と
結
果
」
の
（
１
）

と
（
２
）
で
分
か
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
書
い
て
い
ま
す
。         

に
入
る
内
容
を
、
次
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書

き
ま
し
ょ
う
。 

〈
条
件
〉 

○ 

「
２ 

調
査
の
内
容
と
結
果
」
の
（
１
）
と
（
２
）
の
両
方
か
ら
言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。 

○ 

【
報
告
す
る
文
章
】
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
で
書
く
こ
と
。 

○ 

書
き
出
し
の
言
葉
に
続
け
て
、
四
十
字
以
上
、
七
十
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。
な
お
、
書
き
出
し
の
言
葉
は
字
数
に
ふ
く
む
。 

１ 

高
橋
さ
ん
の
学
級
で
は
、
生
活
の
中
で
気
に
な
っ
た
こ
と
を
調
べ
、
友
達
に
報
告
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

     

高
橋
さ
ん
は
、
公
衆
電
話
に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
す
。
次
は
、
高
橋
さ
ん
が
書
い
て
い
る
【
報
告
す
る
文
章
】
で
す
。

こ
れ
を
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。 

 

【
報
告
す
る
文
章
】 

      

公
衆
電
話
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 

高
橋 

め
ぐ
み 

１ 

は
じ
め
に 

     

（
※
紙
面
の
都
合
で
省
略
） 

２ 

調
査
の
内
容
と
結
果 

（
１
） 

公
衆
電
話
は
ど
の
よ
う
な
と
き
に
必
要
な
の
か 

多
く
の
人
が
け
い
た
い
電
話
を
持
つ
中
で
、
公
衆
電
話
が
必
要
と
さ
れ 

て
い
る
の
か
ど
う
か
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 
 
 

そ
こ
で
、
地
い
き
の
人
三
十
人
を
調
査
の 

た
い
し
ょ
う
と
し
て
、
公 

衆
電
話
は
必
要
か
ど
う
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
必
要
だ 

と
回
答
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
を
ま
と
め
た
も
の
が
〈
資
料
２
〉
で
す
。 

「
け
い
た
い
電
話
を
わ
す
れ
た
と
き
に
必
要
」、「
け
い
た
い
電
話
の
電
池
が 

切
れ
た
と
き
に
必
要
」
な
ど
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
公
衆
電
話
は
、
主
に
け
い
た
い
電
話
を
使
う
こ
と
が 

で
き
な
い
と
き
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

（
２
） 

公
衆
電
話
に
は
ど
の
よ
う
な
使
い
方
や
特
ち
ょ
う
が
あ
る
の
か 

公
衆
電
話
に
つ
い
て
書
か
れ
た
資
料
を
調
べ
て
み
る
と
、
公
衆
電
話
に
は
、 

次
の
よ
う
な
使
い
方
や
特
ち
ょ
う
が
あ
り
ま
し
た
。 

・
警
察
署
（
１
１
０
番
）
や
消
防
署
（
１
１
９
番
）
に
は
、
硬
貨
や
テ
レ
ホ 

ン
カ
ー
ド
が
な
く
て
も
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

・
停
電
の
と
き
で
も
、
硬
貨
を
使
っ
て
通
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

・
電
話
が
混
み
合
っ
て
い
る
と
き
で
も
、
優
先
的
に
つ
な
が
り
や
す
い
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
公
衆
電
話
は
、
き
ん
急
の
と
き
に
も
使
う
こ
と
が
で
き
る 

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

（
３
） 

公
衆
電
話
は
ど
の
よ
う
な
場
所
に
あ
る
の
か 

公
衆
電
話
を
必
要
な
と
き
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

 

ど
の
よ
う
な
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
を
前
も
っ
て
知
っ
て
お
く
こ
と 

が
大
切
だ
と
思
っ
た
の
で
、
わ
た
し
は
、
公
衆
電
話
の
設
置
場
所
を
確
か
め 

て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
実
際
に
町
を
歩
い
て
ま
と
め
た
も
の
が
〈
資
料 

３
〉
で
す
。 

 

こ
の
資
料
か
ら
、
公
衆
電
話
は
、
主
に
病
院
や
学
校
、
駅
な
ど
の
多
く
の 

人
が
集
ま
る
場
所
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

３ 

調
査
の
結
果
を
も
と
に
考
え
た
こ
と 

 
 

調
査
の
結
果
か
ら
、
公
衆
電
話
は
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
必
要
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
考 

え
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、 

   

ま
た
、
公
衆
電
話
を
使
い
た
い
と
き
に
は
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
場
所
へ
行
け
ば
見
つ
け
や
す
い
の
で
は
な
い
か 

と
い
う
こ
と
も
考
え
ま
し
た
。 

 

今
回
の
調
査
を
通
し
て
知
っ
た
こ
と
を
、
学
級
の
友
達
に 

か
ぎ
ら
ず
多
く
の
友
達
に
伝
え
、
公
衆
電
話
に
つ
い

て  

か
ん
し
ん
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

《（
類
型
４
）
の
解
答
例
》
公
し
ゅ
う
電
話
は
、
主
に
け
い
た
い
電
話
を
使
う
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

《（
類
型
５
）
の
解
答
例
》
け
い
察
し
ょ
や
消
防
し
ょ
に
は
、
こ
う
貨
や
テ
レ
ホ
ン
カ

ー
ド
が
な
く
て
も
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。 

１三 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 

公衆電話について調べたことを【報告する文章】の空欄に、「２ 調査

の内容と結果」の（１）と（２）で分かったことをまとめて書く 

県 差 

28.0 -0.8 

※「差」は、全国平均との差を示している。 

ア 

ウ 

イ 

（資料２） 

（資料３） 
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１四

（１）ア 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 無解答率(％) 

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正し

く使う 

県 差 県 差 

38.4 -3.5 9.7 +1.5 

１四（２） 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 無解答率(％) 

文と文との意味のつながりを考えながら、接続語を

使って内容を分けて書く 

県 差 県 差 

46.6 -1.2 13.0 +1.7 

四 

高
橋
さ
ん
は
、【
報
告
す
る
文
章
】
を
書
き
終
え
、
読
み
返
し
て
い
ま
す
。
次
の
⑴
と
⑵
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

 

⑵ 

高
橋
さ
ん
は
、
読
み
手
に
伝
わ
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、【
報
告
す
る
文
章
】
の 

 

の
文
を
二
つ
の
文

に
分
け
て
書
き
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
文
と
文
と
を
つ
な
ぐ
言
葉
に
は
「
そ
こ
で
」
を
使
い
ま
す
。
書
き
直
し
た

一
文
目
の
終
わ
り
の
五
文
字
と
、
二
文
目
の
「
そ
こ
で
、」
に
続
く
五
文
字
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
読
点
（
、）

も
字
数
に
ふ
く
み
ま
す
。 

 

○
本
県
で
は
正
答
の
条
件
を
満
た
し
て
解
答
し
て
い
る
児
童
の
割
合
は
四
六
．
六
％
で
あ

る
。
文
脈
に
沿
っ
て
接
続
語
「
そ
こ
で
」
の
働
き
を
正
し
く
理
解
し
、
意
味
の
つ
な
が

り
や
文
末
表
現
を
考
え
て
、
二
文
に
分
け
て
書
き
直
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
児
童
の

割
合
（
類
型
99
）
は
四
〇
．
三
％
、
無
解
答
率
は
一
三
．
〇
％
で
あ
る
。 

   

        ○
平
成
二
十
五
年
度
Ａ
３
に
同
趣
旨
の
出
題
が
あ
っ
た
ほ
か
、
平
成
三
十
年
度
Ａ
５
（
主

語
と
述
語
と
の
照
応
）
に
課
題
が
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
文
の
構
造
に
関
す
る
理
解
に
課

題
が
あ
る
。 

○
学
習
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
一
文
の
長
さ
が
適
切
か
、
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
か
を
意

識
し
て
書
か
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
文
と
文
と
の
意
味
の
つ
な
が
り
に

気
を
付
け
て
内
容
を
分
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
接
続
語
の
役
割
を
正
し
く
捉
え
、

適
切
に
選
ん
で
使
う
よ
う
に
す
る
こ
と
、
文
末
表
現
を
整
え
て
書
く
よ
う
に
す
る
こ
と

を
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
。 

《（
類
型
99
）
の
解
答
例
》 

・「
に
し
ま
し
た
」。
そ
こ
で
、「
実
際
に
町
を
」 

 
 
 

→ 

二
つ
の
内
容
に
分
け
て
書
く
箇
所
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

な
い
。 

・「
っ
た
の
で 

、」。
そ
こ
で
、「
わ
た
し
は
、」  

・「
だ
と
思
っ
た
」。
そ
こ
で
、「
わ
た
し
は
、」 

・「
と
が
大
切
だ
」。
そ
こ
で
、「
わ
た
し
は
、」 

 
 
 

→ 

文
末
を
【
報
告
す
る
文
章
】
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
に
書
き
直
す
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
。【
報
告
す
る
文
章
】
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
書
き
直

し
て
い
る
と
い
う
学
習
過
程
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。 

四 

高
橋
さ
ん
は
、【
報
告
す
る
文
章
】
を
書
き
終
え
、
読
み
返
し
て
い
ま
す
。
次
の
⑴
と
⑵
の
問
い
に
答
え
ま
し

ょ
う
。 

 

⑴ 

高
橋
さ
ん
は
、
習
っ
て
い
る
漢
字
が
ひ
ら
が
な
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
、
書
き
直

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。【
報
告
す
る
文
章
】
の 

 
 
 
 
 

部
ア
か
ら
ウ
の
ひ
ら
が
な
を
、
漢
字
で
て
い
ね
い

に
書
き
ま
し
ょ
う
。 

  
そ
こ
で
、
地
い
き
の
人
三
十
人
を
調
査
の 

た
い
し
ょ
う
と
し
て
、
公
衆
電
話
は
必
要
か
ど
う
か
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
必
要
だ
と
回
答
し
ま
し
た
。 

   

今
回
の
調
査
を
通
し
て
知
っ
た
こ
と
を
、
学
級
の
友
達
に 

か
ぎ
ら
ず
多
く
の
友
達
に
伝
え
、
公
衆
電
話
に

つ
い
て 

か
ん
し
ん
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 イ 

 ア 

イ 

《
平
成
二
十
九
年
度
Ａ
７
》

ウ 

○
本
県
児
童
の
正
答
率
は
（
ア
）
が
三
八
．
四
％
（
全
国
四
一
．
九
％
）、（
イ
）
が

七
六
．
四
％
（
全
国
六
九
．
四
％
）、（
ウ
）
が
三
七
．
一
％
（
全
国
三
五
．
六
％
）

で
あ
る
。 

 

（
ア
）
で
「
対
称
」
な
ど
と
解
答
し
た
児 

童
の
割
合
（
類
型
３
）
は
三
〇
．
五
％
、 

「
大
正
」、「
大
賞
」
な
ど
（
類
型
99
）
は 

一
六
．
五
％
で
あ
る
。
ま
た
、（
ウ
）
で 

「
感
心
」
と
解
答
し
た
児
童
の
割
合
（
類 

型
２
）
は
四
五
．
〇
％
で
あ
る
。 

「
対
象
」
を
単
独
で
書
か
せ
た
平
成
二
十 

九
年
度
Ａ
７
の
本
県
正
答
率
は
四
一
．
〇 

％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
文
章
中
で
使
わ 

れ
て
い
る
同
音
異
義
語
を
適
切
に
書
く
こ
と
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

○
学
習
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
新
出
漢
字
の
練
習
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
脈
に
沿
っ
た
正
し

い
使
い
方
の
習
得
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
各
学
年
の
発
達
段
階
に

応
じ
た
指
導
を
工
夫
し
、
特
に
熟
語
な
ど
の
語
句
の
使
用
が
増
え
る
高
学
年
に
お
い
て

は
、
漢
字
の
持
つ
意
味
を
考
え
な
が
ら
正
し
く
使
っ
た
り
、
同
音
異
義
語
に
注
意
し
て

使
っ
た
り
す
る
習
慣
を
付
け
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
文
脈
に
沿
っ
て
正
し
い
漢
字
を
書

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

≪

平
成
二
十
九
年
度
Ａ
７≫
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⼩学校・国語【課題の⾒られた設問の例】  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○
（
１
）
と
（
２
）
の
両
方
か
ら
、
分
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て

書
く
条
件
を
満
た
し
て
正
答
し
て
い
る
本
県
の
児
童
の
割
合
は
二
八
．
〇
％
で
あ
る
。 

 

（
１
）
か
ら
の
み
、
分
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
児
童
の
割
合
（
類
型
４
）

は
一
八
．
二
％
で
あ
る
。 

   

（
２
）
か
ら
の
み
、
分
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
児
童
の
割
合
（
類
型
５
） 

は
六
．
九
％
お
り
、
昨
年
度
調
査
Ｂ
２
二
「
給
食
の
献
立
を
【
お
す
す
め
す
る
文
章
】 

に
、
む
し
歯
を
防
ぐ
効
果
に
つ
い
て
、【
保
健
室
の
先
生
の
話
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
】
を 

取
り
入
れ
て
詳
し
く
書
く
」
設
問
（
本
県
正
答
率
一
〇
．
九
％
）
と
同
様
、
複
数
の
内 

容
を
あ
げ
て
ま
と
め
て
書
く
こ
と
に
引
き
続
き
課
題
が
見
ら
れ
る
。 

   

ま
た
、
調
査
内
容
そ
の
も
の
を
書
い
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
と
区
別
で
き 

て
い
な
い
児
童
の
割
合
（
類
型
６
）
も
九
．
六
％
に
の
ぼ
り
、
事
実
と
感
想
、
意
見
な 

ど
と
を
区
別
し
て
書
く
こ
と
に
課
題
が
あ
る
。 

○
学
習
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
事
実
を
客
観
的
に
書
く
、
文
末
表
現
に
注
意
し
て
書
く
な

ど
、
事
実
と
考
え
と
を
区
別
し
て
書
く
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
、
自
分
の
考
え
を
支
え
る
理
由
や
事
例
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す 

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
調
べ
て
分
か
っ
た
事
実
か
ら
、
自
分
の
考
え 

を
支
え
る
も
の
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
複
数
取
り
上
げ
、
自
分
の
考
え
と
関
連
づ 

け
て
書
く
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

三 

高
橋
さ
ん
は
、「
３ 

調
査
の
結
果
を
も
と
に
考
え
た
こ
と
」
の         

に
「
２ 

調
査
の
内
容
と
結
果
」
の
（
１
）

と
（
２
）
で
分
か
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
書
い
て
い
ま
す
。         

に
入
る
内
容
を
、
次
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書

き
ま
し
ょ
う
。 

〈
条
件
〉 

○ 

「
２ 

調
査
の
内
容
と
結
果
」
の
（
１
）
と
（
２
）
の
両
方
か
ら
言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。 

○ 

【
報
告
す
る
文
章
】
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
で
書
く
こ
と
。 

○ 

書
き
出
し
の
言
葉
に
続
け
て
、
四
十
字
以
上
、
七
十
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。
な
お
、
書
き
出
し
の
言
葉
は
字
数
に
ふ
く
む
。 

１ 

高
橋
さ
ん
の
学
級
で
は
、
生
活
の
中
で
気
に
な
っ
た
こ
と
を
調
べ
、
友
達
に
報
告
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

     

高
橋
さ
ん
は
、
公
衆
電
話
に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
す
。
次
は
、
高
橋
さ
ん
が
書
い
て
い
る
【
報
告
す
る
文
章
】
で
す
。

こ
れ
を
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。 

 

【
報
告
す
る
文
章
】 

      

公
衆
電
話
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 

高
橋 

め
ぐ
み 

１ 

は
じ
め
に 

     

（
※
紙
面
の
都
合
で
省
略
） 

２ 

調
査
の
内
容
と
結
果 

（
１
） 

公
衆
電
話
は
ど
の
よ
う
な
と
き
に
必
要
な
の
か 

多
く
の
人
が
け
い
た
い
電
話
を
持
つ
中
で
、
公
衆
電
話
が
必
要
と
さ
れ 

て
い
る
の
か
ど
う
か
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 
 
 

そ
こ
で
、
地
い
き
の
人
三
十
人
を
調
査
の 

た
い
し
ょ
う
と
し
て
、
公 

衆
電
話
は
必
要
か
ど
う
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
必
要
だ 

と
回
答
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
を
ま
と
め
た
も
の
が
〈
資
料
２
〉
で
す
。 

「
け
い
た
い
電
話
を
わ
す
れ
た
と
き
に
必
要
」、「
け
い
た
い
電
話
の
電
池
が 

切
れ
た
と
き
に
必
要
」
な
ど
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
公
衆
電
話
は
、
主
に
け
い
た
い
電
話
を
使
う
こ
と
が 

で
き
な
い
と
き
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

（
２
） 

公
衆
電
話
に
は
ど
の
よ
う
な
使
い
方
や
特
ち
ょ
う
が
あ
る
の
か 

公
衆
電
話
に
つ
い
て
書
か
れ
た
資
料
を
調
べ
て
み
る
と
、
公
衆
電
話
に
は
、 

次
の
よ
う
な
使
い
方
や
特
ち
ょ
う
が
あ
り
ま
し
た
。 

・
警
察
署
（
１
１
０
番
）
や
消
防
署
（
１
１
９
番
）
に
は
、
硬
貨
や
テ
レ
ホ 

ン
カ
ー
ド
が
な
く
て
も
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

・
停
電
の
と
き
で
も
、
硬
貨
を
使
っ
て
通
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

・
電
話
が
混
み
合
っ
て
い
る
と
き
で
も
、
優
先
的
に
つ
な
が
り
や
す
い
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
公
衆
電
話
は
、
き
ん
急
の
と
き
に
も
使
う
こ
と
が
で
き
る 

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

（
３
） 

公
衆
電
話
は
ど
の
よ
う
な
場
所
に
あ
る
の
か 

公
衆
電
話
を
必
要
な
と
き
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

 

ど
の
よ
う
な
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
を
前
も
っ
て
知
っ
て
お
く
こ
と 

が
大
切
だ
と
思
っ
た
の
で
、
わ
た
し
は
、
公
衆
電
話
の
設
置
場
所
を
確
か
め 

て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
実
際
に
町
を
歩
い
て
ま
と
め
た
も
の
が
〈
資
料 

３
〉
で
す
。 

 

こ
の
資
料
か
ら
、
公
衆
電
話
は
、
主
に
病
院
や
学
校
、
駅
な
ど
の
多
く
の 

人
が
集
ま
る
場
所
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

３ 

調
査
の
結
果
を
も
と
に
考
え
た
こ
と 

 
 

調
査
の
結
果
か
ら
、
公
衆
電
話
は
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
必
要
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
考 

え
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、 

   

ま
た
、
公
衆
電
話
を
使
い
た
い
と
き
に
は
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
場
所
へ
行
け
ば
見
つ
け
や
す
い
の
で
は
な
い
か 

と
い
う
こ
と
も
考
え
ま
し
た
。 

 

今
回
の
調
査
を
通
し
て
知
っ
た
こ
と
を
、
学
級
の
友
達
に 

か
ぎ
ら
ず
多
く
の
友
達
に
伝
え
、
公
衆
電
話
に
つ
い

て  

か
ん
し
ん
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

《（
類
型
４
）
の
解
答
例
》
公
し
ゅ
う
電
話
は
、
主
に
け
い
た
い
電
話
を
使
う
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

《（
類
型
５
）
の
解
答
例
》
け
い
察
し
ょ
や
消
防
し
ょ
に
は
、
こ
う
貨
や
テ
レ
ホ
ン
カ

ー
ド
が
な
く
て
も
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。 

１三 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 

公衆電話について調べたことを【報告する文章】の空欄に、「２ 調査

の内容と結果」の（１）と（２）で分かったことをまとめて書く 

県 差 

28.0 -0.8 

※「差」は、全国平均との差を示している。 

ア 

ウ 

イ 

（資料２） 

（資料３） 
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－ 19 － 

授業アイディア例 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成３１年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」より） 
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３三 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 無解答率(％) 

話し手の意図を捉えながら聞き、自分の考えをまと

める 

県 差 県 差 

64.1 -4.1 16.6 +2.4 

○
本
県
で
は
正
答
の
条
件
を
満
た
し
て
解
答
し
て
い
る
児
童
の
割
合
は
六
四
．
一
％ 

 

（
全
国
六
八
．
二
％
）
で
あ
る
。 

               

○
学
習
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
目
的
を
明
確
に
し
て
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
臨
み
、
分
か 

ら
な
い
こ
と
は
問
い
返
し
た
り
、
相
手
の
話
に
つ
な
げ
て
さ
ら
に
詳
し
く
聞
い
た
り
す 

る
な
ど
、
話
の
展
開
に
沿
っ
て
話
の
内
容
を
十
分
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す 

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
番
聞
き
た
か
っ
た
こ
と
を
中
心
に
、
自
分
の
経 

験
や
考
え
と
比
較
し
た
り
、
共
感
し
た
内
容
や
納
得
し
た
事
例
を
取
り
上
げ
た
り
し
て 

ま
と
め
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

三 

岸
さ
ん
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
に
、
大
谷
さ
ん
の
仕
事
へ
の
思
い
や
考
え
に
着
目
し
て
、
特
に
心
に
残
っ
た
こ

と
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
】
の  

 

イ 
 
 

に
入
る
内
容
を
、
次
の
条
件
に
合
わ 

せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
】 

        

〈
条
件
〉 

 

○ 

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
】
の
大
谷
さ
ん
の
発
言
か
ら
、
言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。 

 

○ 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
づ
か
い
に
す
る
こ
と
。 

 

○ 

書
き
出
し
の
言
葉
に
続
け
て
、
三
十
字
以
上
、
六
十
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。
な
お
、
書
き
出
し
の
言
葉

は
字
数
に
ふ
く
む
。 

 

《（
類
型
１
）
の
正
答
例
》 

・
五
十
年
も
職
人
を
続
け
て
い
て
も
、
自
分
が
一
人
前
に
な
っ
た
と
思
わ
ず
に 

も
っ
と
よ
い
も
の
を
作
ろ
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 
 

→ 

岸
さ
ん
の
【
直
接
聞
い
て
み
た
い
こ
と
】
で
あ
る
「
大
谷
さ
ん
は
ど
の
よ

う
な
思
い
や
考
え
を
も
っ
て
、
た
た
み
職
人
を
五
十
年
間
続
け
て
き
た
の

だ
ろ
う
か
」
と
い
う
問
い
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
目
的
を
捉
え
、
こ
の
目

的
に
即
し
た
大
谷
さ
ん
の
発
言
を
捉
え
て
解
答
し
て
い
る
。 

・
全
て
一
点
物
で
、
機
械
を
使
わ
ず
に
細
部
ま
で
く
ふ
う
し
て
一
ま
い
ず
つ
手
作 

業
で
仕
上
げ
て
い
る
こ
と
が
心
に
残
り
ま
し
た
。 

 
 
 

→ 

岸
さ
ん
の
【
直
接
聞
い
て
み
た
い
こ
と
】
で
あ
る
「
大
谷
さ
ん
が
話
し
て

い
る
た
た
み
の
み
り
ょ
く
と
は
何
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
問
い
か
ら
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
目
的
を
捉
え
、
こ
の
目
的
に
即
し
た
大
谷
さ
ん
の
発
言
を
捉
え

て
解
答
し
て
い
る
。 

 

岸
さ
ん 

 

お
話
を
聞
い
て
、
大
谷
さ
ん
の
仕
事
へ
の
思
い
や
考
え
が
分
か
り
ま
し
た
。 

特
に
、 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ 

  
 
 
 

ま
た
ぜ
ひ
お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

３ 

岸
さ
ん
は
、
町
の
広
報
誌
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
畳
職
人
の
大
谷
さ
ん
を
、
学
級
の
友
達
に
紹
介
す
る
た
め
に
、
大
谷
さ

ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
次
は
、【
広
報
誌
の
記
事
】、【
直
接
聞
い
て
み
た
い
こ
と
】、【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
様
子
】
で
す
。
こ
れ
ら
を
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。 

                      
 

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
】（
※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
一
部
省
略
） 

  
 

－ 18 － － 19 －



－ 19 － 

授業アイディア例 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成３１年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」より） 

－ 18 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

３三 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 無解答率(％) 

話し手の意図を捉えながら聞き、自分の考えをまと

める 

県 差 県 差 

64.1 -4.1 16.6 +2.4 

○
本
県
で
は
正
答
の
条
件
を
満
た
し
て
解
答
し
て
い
る
児
童
の
割
合
は
六
四
．
一
％ 

 

（
全
国
六
八
．
二
％
）
で
あ
る
。 

               

○
学
習
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
目
的
を
明
確
に
し
て
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
臨
み
、
分
か 

ら
な
い
こ
と
は
問
い
返
し
た
り
、
相
手
の
話
に
つ
な
げ
て
さ
ら
に
詳
し
く
聞
い
た
り
す 

る
な
ど
、
話
の
展
開
に
沿
っ
て
話
の
内
容
を
十
分
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す 

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
番
聞
き
た
か
っ
た
こ
と
を
中
心
に
、
自
分
の
経 

験
や
考
え
と
比
較
し
た
り
、
共
感
し
た
内
容
や
納
得
し
た
事
例
を
取
り
上
げ
た
り
し
て 

ま
と
め
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

三 

岸
さ
ん
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
に
、
大
谷
さ
ん
の
仕
事
へ
の
思
い
や
考
え
に
着
目
し
て
、
特
に
心
に
残
っ
た
こ

と
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
】
の  

 

イ 
 
 

に
入
る
内
容
を
、
次
の
条
件
に
合
わ 

せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
】 

        

〈
条
件
〉 

 

○ 

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
】
の
大
谷
さ
ん
の
発
言
か
ら
、
言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。 

 

○ 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
づ
か
い
に
す
る
こ
と
。 

 

○ 

書
き
出
し
の
言
葉
に
続
け
て
、
三
十
字
以
上
、
六
十
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。
な
お
、
書
き
出
し
の
言
葉

は
字
数
に
ふ
く
む
。 

 

《（
類
型
１
）
の
正
答
例
》 

・
五
十
年
も
職
人
を
続
け
て
い
て
も
、
自
分
が
一
人
前
に
な
っ
た
と
思
わ
ず
に 

も
っ
と
よ
い
も
の
を
作
ろ
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 
 

→ 

岸
さ
ん
の
【
直
接
聞
い
て
み
た
い
こ
と
】
で
あ
る
「
大
谷
さ
ん
は
ど
の
よ

う
な
思
い
や
考
え
を
も
っ
て
、
た
た
み
職
人
を
五
十
年
間
続
け
て
き
た
の

だ
ろ
う
か
」
と
い
う
問
い
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
目
的
を
捉
え
、
こ
の
目

的
に
即
し
た
大
谷
さ
ん
の
発
言
を
捉
え
て
解
答
し
て
い
る
。 

・
全
て
一
点
物
で
、
機
械
を
使
わ
ず
に
細
部
ま
で
く
ふ
う
し
て
一
ま
い
ず
つ
手
作 

業
で
仕
上
げ
て
い
る
こ
と
が
心
に
残
り
ま
し
た
。 

 
 
 

→ 

岸
さ
ん
の
【
直
接
聞
い
て
み
た
い
こ
と
】
で
あ
る
「
大
谷
さ
ん
が
話
し
て

い
る
た
た
み
の
み
り
ょ
く
と
は
何
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
問
い
か
ら
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
目
的
を
捉
え
、
こ
の
目
的
に
即
し
た
大
谷
さ
ん
の
発
言
を
捉
え

て
解
答
し
て
い
る
。 

 

岸
さ
ん 

 

お
話
を
聞
い
て
、
大
谷
さ
ん
の
仕
事
へ
の
思
い
や
考
え
が
分
か
り
ま
し
た
。 

特
に
、 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ 

  
 
 
 

ま
た
ぜ
ひ
お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

３ 

岸
さ
ん
は
、
町
の
広
報
誌
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
畳
職
人
の
大
谷
さ
ん
を
、
学
級
の
友
達
に
紹
介
す
る
た
め
に
、
大
谷
さ

ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
次
は
、【
広
報
誌
の
記
事
】、【
直
接
聞
い
て
み
た
い
こ
と
】、【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
様
子
】
で
す
。
こ
れ
ら
を
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。 

                      
 

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
】（
※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
一
部
省
略
） 

  
 

　
必
要
な
事
柄
を
取
捨
選
択
し
な
が
ら
，
自
分
の
考
え
を
明
確
に
す
る

第
二
次
⑥
／
10

　
報
告
す
る
文
章
を
書
く

第
二
次
⑧
・
⑨
／
10

「
学
校
生
活
で
気
に
な
る
こ
と
を
調
べ
て
，
報
告
す
る
文
章
を
書
こ
う
」

参
照

「
平

成
31

年
度

（
令

和
元

年
度

）
 報

告
書

　
小

学
校

　
国

語
」

P.
20

 ～
 P

.3
7，

「
平

成
31

年
度

　
解

説
資

料
　

小
学

校
　

国
語

」
P.

12
 ～

 P
.2

3

学
習

指
導

要
領

に
お

け
る

領
域

・
内

容

〔
第

５
学

年
及

び
第

６
学

年
〕

Ｂ
　

書
く

こ
と

　
ウ

課
題

の
見

ら
れ

た
問

題
の

概
要

と
結

果
1

  調
べ

た
こ

と
を

報
告

す
る

文
章

を
書

く
（「

公
衆

電
話

」）
1

 三
　

正
答

率
 2

8.
9 

%
　

公
衆

電
話

に
つ

い
て

調
べ

た
こ

と
を

【
報

告
す

る
文

章
】

の
に

，「
２

　
調

査
の

内
容

と
結

果
」

の
（

１
）

と
（

２
）

で
分

か
っ

た
こ

と
を

ま
と

め
て

書
く

調 べ た き っ か け ・ 調 べ た こ と

・  保 健 室 の 先 生 に 聞 い て み た と こ ろ 、 最 近 、 け が の 件 数 が 増 え て い

る と の こ と だ っ た 。 そ こ で 「 学 校 内 で 起 こ る け が 」 に つ い て 調 べ た 。

【 整 理 の 状 況 】
分 か っ た こ と

取 り 除 い た 事 柄

考 え た こ と

　
け
が
の
多
い
場
所
や
時
間
を

伝
わ
り
や
す
く
す
る
た
め
に
，

図
や
表
を
使
お
う
か
な
。

　
ど
れ
く
ら
い
多
か
っ
た
の
か

と
い
う
こ
と
や
割
合
に
つ
い
て

も
伝
え
た
い
か
ら
，
グ
ラ
フ
に

し
て
示
す
と
よ
さ
そ
う
だ
な
。

け が の 起 こ っ た 時 間

　 ・ 休 み 時 間 な ど

　 　 ↓ 多 く の 人 が 自 由 に

　 　 　 行 動 す る と き

け が の 起 こ っ た 場 所

　 ・ 校 庭 、 体 育 館 、

　 　 教 室 な ど

　 　 ↓ 多 く の 人 が 遊 ん

　 　 　 だ り 学 習 し た り

　 　 　 す る 場 所

「 １  調 査 の き っ か け 」

「 ２ 　 調 査 の 内 容 と 結 果 」 「 ３  調 査 の 結 果 を も と に 考 え た こ と 」

け が の 起 こ っ た 原 因

　 ・ 人 と ぶ つ か っ た 、

　 　 飛 ん で き た ボ ー ル が

　 　 当 た っ た な ど

　 　 ↓ 他 の 人 も 関 わ る こ と

　
け
が
を
し
た
原
因
に
つ
い
て

の
回
答
結
果
は
，
表
に
ま
と
め

て
示
そ
う
か
な
。

　 　 　 学 校 内 で 起 こ る け が を 減 ら す た め に

１ 　 調 査 の き っ か け

　 最 近 、 学 校 生 活 の 中 で 、 と て も 気 に な っ て い る こ と が あ り ま す 。 そ れ は 、 学 校 の 中 で け が を し た

友 達 を よ く 見 か け る よ う に な っ た こ と で す 。 わ た し は 心 配 に な っ て 保 健 室 の 先 生 に 聞 い て み た と

こ ろ 、 確 か に け が の 件 数 は 増 え て い る と の こ と で し た 。

　 そ こ で 、 け が を 減 ら し 安 全 な 学 校 生 活 を 送 る た め に 、 わ た し は 「 学 校 内 で 起 こ る け が 」 に つ い て

調 べ る こ と に し ま し た 。

２ 　 調 査 の 内 容 と 結 果

（ １ ） け が は ど こ で 起 こ り や す い の か

　 け が は 学 校 の ど こ で 起 こ り や す い の か を 、 保 健 室 の 先 生 か ら 見 せ て い

た だ い た 資 料 で 調 べ て み ま し た 。 下 の 円 グ ラ フ 〈 資 料 １ 〉 は 、 四 月 か ら 十

月 ま で に 起 こ っ た け が の 発 生 場 所 と そ の 件 数 の 割 合 を 表 し た も の で す 。

一 位 は 校 庭 、 二 位 は 体 育 館 、 三 位 は 教 室 で 、 こ の 三 つ で 全 体 の 約 八 割 を し

め て い ま し た 。

　 こ の こ と か ら 、 け が は 、 校 庭 、 体 育 館 、 教 室 な ど 、 多 く の 人 が い っ し ょ に 遊

ん だ り 学 習 し た り す る 場 所 で 起 こ り や す い と い う こ と が 分 か り ま し た 。

（ ２ ） け が は い つ 起 こ り や す い の か

　 次 に 、 け が は い つ 起 こ り や す い の か と い う こ と に つ い て 、 保 健 室

の 先 生 か ら 見 せ て い た だ い た 資 料 で 調 べ て み ま し た 。 下 の ぼ う

グ ラ フ 〈 資 料 ２ 〉 は 、 今 年 の 四 月 か ら 十 月 ま で の け が が 、 い つ 何 件

起 こ っ た の か を 表 し た も の で す 。 休 み 時 間 の け が が 最 も 多 く 、

全 体 の 約 半 数 以 上 で し た 。

　 こ の こ と か ら 、 け が は 、 先 生 と い っ し ょ に 活 動 す る 授 業 中 よ り

も 、 多 く の 人 が 自 由 に 行 動 す る と き に 起 こ り や す い と い う こ と が

分 か り ま し た 。

（ ３ ） け が は な ぜ 起 こ っ た の か

　 わ た し は 、 校 庭 や 体 育 館 で の け が 、 休 み 時 間 の け が が な ぜ 多 い の か 、 そ

の 原 因 を 調 べ て み よ う と 思 い ま し た 。 そ こ で 、 校 庭 や 体 育 館 で 休 み 時 間

に け が を し た こ と の あ る 友 達 に 、 け が を し た 原 因 を 聞 い て み ま し た 。 そ

の 結 果 を ま と め た も の が 、 下 の 表 〈 資 料 ３ 〉 で す 。 「 人 と ぶ つ か っ た か ら 」

や 「 飛 ん で き た ボ ー ル が 当 た っ た か ら 」 な ど の 回 答 が あ り ま し た 。

　 こ の こ と か ら 、 け が は 、 自 分 だ け で は な く 、 他 の 人 の 行 動 も 関 わ っ て 起

こ る こ と が 多 い と い う こ と が 分 か り ま し た 。

３ 　 調 査 の 結 果 を も と に 考 え た こ と

　 調 査 の 結 果 か ら 、 け が は 多 く の 人 が い る 場 所 や 時 間 、 自 分 以 外 の 他 の 人 の 行 動 も 関 わ っ て 起 こ

り や す い の で 、 け が を 減 ら す た め に は 、 自 分 が 注 意 す る こ と は も ち ろ ん 、 そ の 場 に い る 人 み ん な が

お た が い に 気 を つ け る こ と が 大 切 だ と 考 え ま し た 。

〈
資
料
１
〉

〈
け
が
の
発
生
場
所
と
発
生
件
数
の
割
合

〈
資
料
２
〉

〈
け
が
の
発
生
時
間
と
け
が
の
発
生
件
数

〈
資
料
３
〉

〈
け
が
を
し
た
原
因
の
ま
と
め
（
複
数
回
答
）

校
庭

体
育
館

教
室

ろ
う
下

そ の 他
階 段

1
0
0（
％
）

0
1
0

2
0 3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

（
件
）

休 み 時 間

そ の 他

体 育 の 授 業 中

図 工 の 授 業 中

理 科 の 授 業 中

そ う じ の 時 間

給 食 の 時 間

け
が
の
発
生
の
原
因

人数
（人
）

人
と
ぶ
つ
か
っ
た
か
ら

1
8

飛
ん
で
き
た
ボ
ー
ル
が
当
た
っ
た
か
ら

1
2

遊
ぶ

道
具

を
正

し
い

方
法

で
使

っ
て

い
な
か
っ
た
か
ら
 

７

鉄
ぼ
う
や
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
な
ど
の
遊
具

か
ら
手
を
す
べ
ら
せ
て
落
ち
た
か
ら

４

そ
の
他

８

　
記
述
の
際
は
，

調
べ
て
分
か
っ
た
こ
と

と
自
分
の
考
え
と
を
区
別

し
，
文
末
表
現
な
ど
に

気
を
付
け
て
書
き
分
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
，

読
み
手
に
伝
わ
り
や
す
い

記
述
の
仕
方
を
考
え
，
必
要

に
応
じ
て
図
表
や
グ
ラ
フ

を
用
い
る
な
ど
工
夫
し
て

書
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
自
分
の
考
え
を

ま
と
め
る
際
に
は
，

事
柄
の
内
容
を
関
係
付
け

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
，
選
ん
だ
事
柄

が
自
分
の
考
え
の
理
由
や

事
例
と
し
て
，
ふ
さ
わ
し

い
か
ど
う
か
を
吟
味
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

学 年 別 の け が の 件 数

　 四 月 か ら 十 月

　 ・ 六 年 （ 四 十 二 件 ）

　 ・ 五 年 （ 三 十 七 件 ）

　 ・ 四 年 （ 三 十 五 件 ）

　 　 ↓ 学 年 ご と の 差 は

　 　 　 あ ま り な い

…

　 け が を 減 ら す た め に は 、

自 分 が 注 意 す る こ と は も

ち ろ ん 、 そ の 場 に い る 人 み

ん な が お た が い に 気 を つ け

る こ と が 大 切 だ 。

調
べ
て
分
か
っ
た
こ
と

ポイ
ント

食 べ 物 ふ し ぎ 大 発 見

世 界 の 食 文 化

保 存 食
の 古 今
東 西

日 本 の 食 文 化

保 存 食 ☆ 大 研 究

発 酵 の ひ み つ

食 の 科 学 3

食 の 科 学 2

食 の 科 学 1

保
存
す
る

方
法
は
何
種
類

あ
る
の
か

塩
づ
け
を

す
る
食
べ
物

納
豆
菌
に
は
ど
の

よ
う
な
は
た
ら
き

が
あ
る
か

塩
の
は
た
ら
き

砂
糖
の

は
た
ら
き

菌
を
利
用

す
る
食
べ
物

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

納
豆
を
最
初
に

見
つ
け
た
人
は

だ
れ
か

魚
の
干
物
は

い
つ
か
ら

あ
る
の
か

煮
干
し
の

起
源

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

か
ん
そ
う
し
て

保
存
す
る
(魚
)

砂
糖
で
保
存

(ジ
ャ
ム
)

冷
や
し
て
保
存

(ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
)

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

食
べ
物
の
保
存
に
つ
い
て
調
べ
よ
う

種
　

類 は
た

ら
き

． ．
 ． 

．

方
　

法
歴

　
史

友
達
が
調
べ
よ
う
と

思
っ
て
い
る
こ
と

食
べ
物
の
保
存
に

つ
い
て
の
図
書
コ
ー
ナ
ー

2

1　 (ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
化
前
の
も
の
で
す
。

黒
板
に
合
わ
せ
る
に
は
縮
小
が
必
要
だ
っ
た
の
で

別
フ
ァ
イ
ル
に
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
化
の
う
え

合
成
し
て
あ
り
ま
す
)

　
こ
れ
は
，
自
分
の

伝
え
た
い
こ
と
に
必

要
な
事
柄
で
は
な
い

か
ら
，
取
り
除
い
て

も
よ
さ
そ
う
だ
な
。

　
調
べ
て
分
か
っ
た
こ
と
を
整
理
し

て
，自
分
の
考
え
を
ピ
ン
ク
の
付
箋
に

書
い
て
貼
ろ
う
。分
か
っ
た
こ
と
と
自

分
の
考
え
は
，ず
れ
て
い
な
い
か
な
。

事
柄
の
内
容
を
関
係
付
けポイ

ント

4

授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例

学
習
過
程

①
 　

学
校

生
活

を
よ

り
よ

く
す

る
た

め
に

，
　

 気
に

な
る

こ
と

を
調

べ
て

，
学

級
の

友
達

に
報

告
す

る
文

章
を

書
く

と
い

う
課

題
を

設
定

し
，

学
習

の
見

通
し

を
も

つ
。

②
 　

報
告

す
る

文
章

の
モ

デ
ル

を
読

み
，

構
成

や
書

き
方

の
特

徴
を

確
か

め
る

。

③
 ④

　
報

告
す

る
題

材
を

選
び

，
調

査
の

内
容

や
方

法
を

決
め

，
調

べ
る

。

⑤
 　

調
べ

て
分

か
っ

た
こ

と
を

整
理

し
，

自
分

の
考

え
を

も
つ

。
⑥

 　
必

要
な

事
柄

を
取

捨
選

択
し

な
が

ら
，

自
分

の
考

え
を

明
確

に
す

る
。

⑦
 　

報
告

す
る

文
章

の
全

体
の

構
成

表
を

作
る

。
⑧

⑨
　

報
告

す
る

文
章

を
書

く
。

⑩
 　

互
い

に
読

み
合

い
，

単
元

の
学

習
を

振
り

返
る

。
■

 　
完

成
し

た
報

告
す

る
文

章
を

読
み

合
い

，
本

単
元

で
身

に
付

い
た

力
や

，
今

後
の

学
習

な
ど

に
生

か
し

た
い

こ
と

に
つ

い
て

振
り

返
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

■
 　

委
員

会
活

動
で

の
取

組
な

ど
か

ら
，

学
校

生
活

で
気

に
な

る
こ

と
に

つ
い

て
話

し
合

う
場

を
設

け
，

調
べ

て
学

級
の

友
達

に
報

告
す

る
と

い
う

学
習

の
計

画
を

立
て

る
よ

う
に

す
る

。

■
 　

本
問

を
モ

デ
ル

と
し

て
示

し
，

報
告

す
る

文
章

の
大

ま
か

な
特

徴
を

捉
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
（

構
成

や
書

き
方

の
工

夫
に

つ
い

て
は

，
必

要
に

応
じ

て
参

考
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

）

■
 　

調
査

の
結

果
を

予
想

し
な

が
ら

，
調

べ
る

観
点

（
数

，
種

類
，

時
，

場
，

原
因

な
ど

）
を

決
め

る
よ

う
に

す
る

。
そ

の
際

，
教

師
が

観
点

を
例

示
し

た
り

，
学

級
全

体
で

案
を

出
し

合
っ

た
り

し
て

，
参

考
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

■
 　

報
告

す
る

内
容

に
照

ら
し

て
，

必
要

な
情

報
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

か
ど

う
か

を
確

か
め

る
よ

う
に

促
し

，
必

要
が

あ
れ

ば
追

加
調

査
を

行
う

よ
う

に
す

る
。

■
 　

調
査

の
結

果
か

ら
「

分
か

っ
た

こ
と

」
を

付
箋

な
ど

を
用

い
て

整
理

し
な

が
ら

，
自

分
の

考
え

を
明

確
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

■
 　

本
問

を
モ

デ
ル

と
し

，
報

告
す

る
文

章
の

特
徴

を
踏

ま
え

て
，

構
成

表
を

作
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

■
 　

②
時

で
学

習
し

た
書

き
方

の
特

徴
を

参
考

に
し

て
，

事
実

と
考

え
と

を
区

別
し

な
が

ら
書

い
た

り
，

図
表

や
グ

ラ
フ

を
用

い
て

書
い

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

学 校 生 活 で 気 に な る こ と を 調 べ て 、 報 告 す る 文 章 を 書 く

第 一 次 第 二 次 第 三 次

　
調

べ
て

分
か

っ
た

こ
と

を
整

理
し

，
自

分
の

考
え

を
も

つ
第

二
次

⑤
／

10

　
分
か
っ
た
こ
と
を

結
び
付
け
て
見
て

い
く
と
，
け
が
を

減
ら
す
解
決
策
が

見
付
か
る
か
も
し

れ
な
い
な
。

「
学
校
生
活
で
気
に
な
る
こ
と
を
調
べ
て
，
報
告
す
る
文
章
を
書
こ
う
」

～
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
，
自
分
の
考
え
の
理
由
を
明
確
に
し
，
ま
と
め
て
書
く
～

　
目

的
や

意
図

に
応

じ
て

，
自

分
の

考
え

の
理

由
を

明
確

に
し

，
ま

と
め

て
書

く
こ

と
に

課
題

が
見

ら
れ

ま
し

た
。

そ
こ

で
，

本
授

業
ア

イ
デ

ィ
ア

例
で

は
，

調
べ

て
分

か
っ

た
こ

と
を

整
理

し
た

り
，

自
分

の
考

え
の

理
由

や
事

例
と

し
て

ふ
さ

わ
し

い
事

柄
を

選
ん

だ
り

し
な

が
ら

，
自

分
の

考
え

を
明

確
に

し
て

書
く

こ
と

に
つ

い
て

の
指

導
事

例
を

紹
介

し
ま

す
。

な
お

，
本

授
業

ア
イ

デ
ィ

ア
例

は
，

第
５

学
年

以
上

を
対

象
と

し
て

い
ま

す
。

国
語

TY
P
E L 三

活
用
の
ポ
イ
ン
ト
！

本
授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例

●
 　

調
査

し
た

こ
と

に
つ

い
て

報
告

す
る

文
章

を
書

く
活

動
で

は
，

児
童

の
「

調
べ

て
報

告
し

た
い

」
と

い
う

思
い

を
大

切
に

す
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

そ
の

た
め

に
は

，
身

近
な

生
活

に
題

材
を

求
め

た
り

，
調

べ
る

価
値

や
報

告
す

る
必

要
性

が
実

感
で

き
る

題
材

を
選

ん
だ

り
す

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
●

 　
調

査
の

段
階

で
は

グ
ル

ー
プ

で
協

力
し

て
調

べ
，

記
述

の
段

階
で

は
個

人
で

考
え

を
深

め
な

が
ら

書
く

よ
う

に
す

る
な

ど
，

学
級

の
実

態
に

応
じ

て
工

夫
す

る
こ

と
も

効
果

的
で

す
。

Ａ さ ん の 気 に な る こ と 

　 「 学 校 内 で 起 こ る け が が 増 え て い る こ と 」

・ け が の 起 こ っ た 時 間

・ け が の 起 こ っ た 場 所

・ 学 年 別 の け が の 件 数

・ け が の 起 こ っ た 原 因

【 調 べ た こ と 】

【 調 べ て 分 か っ た こ と の ま と め 】

Aさ
ん

Ａ
さ
ん
の
考
え

け が の 起 こ っ た 時 間

　 ・ 休 み 時 間 な ど

　 　 ↓ 多 く の 人 が 自 由 に

　 　 　 行 動 す る と き

け が の 起 こ っ た 場 所

　 ・ 校 庭 、 体 育 館 、

　 　 教 室 な ど

　 　 ↓ 多 く の 人 が 遊 ん

　 　 　 だ り 学 習 し た り

　 　 　 す る 場 所

け が の 起 こ っ た 原 因

　 ・ 人 と ぶ つ か っ た 、

　 　 飛 ん で き た ボ ー ル が

　 　 当 た っ た な ど

　 　 ↓ 他 の 人 も 関 わ る こ と

〈
主
な
学
習
活
動
〉

〈
指
導
上
の
留
意
点
〉

学 年 別 の け が の 件 数

　 四 月 か ら 十 月

　 ・ 六 年 （ 四 十 二 件 ）

　 ・ 五 年 （ 三 十 七 件 ）

　 ・ 四 年 （ 三 十 五 件 ）

　 　 ↓ 学 年 ご と の 差 は

　 　 　 あ ま り な い

…

1

　
学
年
と
け
が

の
件
数
は
関
係

な
い
か
も
し
れ

な
い
な
。

Aさ
ん

　
ど
ん
な
こ
と
が
分
か
っ
た

の
か
整
理
し
て
み
よ
う
か
な
。

　
け
が
は
自
分
だ
け

が
原
因
で
起
こ
る
わ
け

で
は
な
い
ん
だ
な
。

　
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
活
動
す
る

こ
と
と
け
が
が
関
係
し
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
な
。

3

（国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成３１年度（令和元年度）　全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」より）
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② 成果と課題 

 

全
体
的
な
状
況 

成果 
◇ 「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領域は、２年続けて上昇した。 

課題 

◆ 「書くこと」の領域が下降傾向にあり、各校の実態に応じた具体的対策を講じて改善を

図るべき課題である。 

◆ 文章の構成や展開、表現の仕方について、根拠を明確にして自分の考えをもつこと

に課題がある。 

◆ 生徒質問紙で「国語の授業の内容はよく分かる」と肯定的に回答した生徒の割合が低く、 

  中学校進学後に国語の学習に困難を感じている生徒の多いことがうかがえる。 

 

話すこと 

聞くこと 

◇ 話合いの話題や方向を捉えることは相当数の生徒が理解できている【２一】。 

◆ 相手に分かりやすく伝わる表現について理解すること【２二】、話合いの話題や方向を

捉えて自分の考えをもつこと【２三】（平均正答率：千葉58.7％、全国60.4％／無解

答率：千葉10.7%、全国8.9%）に課題がある。 

書くこと 

◇ 書いた文章を読み返し、論の展開にふさわしい語句や文の使い方を検討することは相

当数の生徒が理解できている【３一】。 

◆ 伝えたい事柄について、根拠を明確にして書くことに課題がある【３二】。 

読むこと 

◇ 文章に表れているものの見方や考え方について、自分の考えをもつことについては、

相当数の生徒ができている【１三】。書き手のものの見方や考え方に共感すること、疑

問をもつこと、批判することなどを通して、新たなものの見方や考え方を発見したり、

様々な視点から物事について考えられるようになったりするなど、読み手としてのも

のの見方や考え方を更に広げていくように指導することが重要である。 

◆ 文章の構成や展開、表現の仕方について、根拠を明確にして自分の考えをもつことに

課題がある【１一】。自分の考えを支える根拠となる段落や部分などを挙

げるように指導する必要がある。 

◆ 文章の展開に即して情報を整理し、内容を捉えることに課題がある【１ 

二】。 

伝統的な言語

文化と国語の

特質に関する

事項 

◇ 語の一部を省いた表現について、話や文章の中での適切な活用の仕方を理解すること

は、できている【４】。 

◆ 封筒の書き方を理解して書くことに課題がある【１四】。文字の大きさや配列に注意す

るなどして丁寧に読みやすく書くよう指導することは、社会生活に役立つ書写の能力

を育むために重要である。その際、手紙の形式に込められた相手への敬意についても

考えさせることが大切である。 

その他 

◇ 生徒質問紙において、【４３】「国語の授業で学習したことは、将来社会に出たときに

役に立つ」と肯定的に回答した生徒の割合(千葉85.4％、全国88.0％)は前回（平成 

２９年度）より4.5ポイント上昇している。【４４】「国語の授業で学習したことを、

普段の生活の中で、話したり聞いたり書いたり読んだりするときに活用しよう

と」する態度（千葉69.8%、全国71.6%）に一層つながっていくことが望まれる。 

◆ 【４２】「国語の授業の内容はよくわかる」と肯定的に回答した生徒の割合(千葉72.8％)

は全国に比べ4.8ポイント低い。本県児童（【児３９】千葉83.9％）に10ポイント以

上の開きがあることから、中学進学後の学習のつまずきに留意して指導する必要があ

る。 

 

 

－ 20 － 

（２）中学校国語 

 ① 調査区分ごとに見た傾向 

 

 

 

 

 

 

 

○チャートグラフ 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 ○経年変化グラフ 

  

 

 

 

 

 

→ → 

→ 

平均正答率 
平均正答率は、全国に比べ 0.8 ポイント低い。 

領   域   等 
全国を 100 とした時の指数に比べ、「話すこと・聞くこと」は 1.6 ポイント低く、

「書くこと」は 2.1 ポイント低く、「読むこと」は 1.0 ポイント低く、昨年度より 1.5
ポイント低下した。「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」は 0.3 ポイント
低い。 
問 題 形 式 
 指数では、「選択式」は 1.0 ポイント低く、「短答式」は 0.9 ポイント高く、「記述
式」は 2.5 ポイント低い状況である。 

→ 

 
98.9 
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② 成果と課題 

 

全
体
的
な
状
況 

成果 
◇ 「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領域は、２年続けて上昇した。 

課題 

◆ 「書くこと」の領域が下降傾向にあり、各校の実態に応じた具体的対策を講じて改善を

図るべき課題である。 

◆ 文章の構成や展開、表現の仕方について、根拠を明確にして自分の考えをもつこと

に課題がある。 

◆ 生徒質問紙で「国語の授業の内容はよく分かる」と肯定的に回答した生徒の割合が低く、 

  中学校進学後に国語の学習に困難を感じている生徒の多いことがうかがえる。 

 

話すこと 

聞くこと 

◇ 話合いの話題や方向を捉えることは相当数の生徒が理解できている【２一】。 

◆ 相手に分かりやすく伝わる表現について理解すること【２二】、話合いの話題や方向を

捉えて自分の考えをもつこと【２三】（平均正答率：千葉58.7％、全国60.4％／無解

答率：千葉10.7%、全国8.9%）に課題がある。 

書くこと 

◇ 書いた文章を読み返し、論の展開にふさわしい語句や文の使い方を検討することは相

当数の生徒が理解できている【３一】。 

◆ 伝えたい事柄について、根拠を明確にして書くことに課題がある【３二】。 

読むこと 

◇ 文章に表れているものの見方や考え方について、自分の考えをもつことについては、

相当数の生徒ができている【１三】。書き手のものの見方や考え方に共感すること、疑

問をもつこと、批判することなどを通して、新たなものの見方や考え方を発見したり、

様々な視点から物事について考えられるようになったりするなど、読み手としてのも

のの見方や考え方を更に広げていくように指導することが重要である。 

◆ 文章の構成や展開、表現の仕方について、根拠を明確にして自分の考えをもつことに

課題がある【１一】。自分の考えを支える根拠となる段落や部分などを挙

げるように指導する必要がある。 

◆ 文章の展開に即して情報を整理し、内容を捉えることに課題がある【１ 

二】。 

伝統的な言語

文化と国語の

特質に関する

事項 

◇ 語の一部を省いた表現について、話や文章の中での適切な活用の仕方を理解すること

は、できている【４】。 

◆ 封筒の書き方を理解して書くことに課題がある【１四】。文字の大きさや配列に注意す

るなどして丁寧に読みやすく書くよう指導することは、社会生活に役立つ書写の能力

を育むために重要である。その際、手紙の形式に込められた相手への敬意についても

考えさせることが大切である。 

その他 

◇ 生徒質問紙において、【４３】「国語の授業で学習したことは、将来社会に出たときに

役に立つ」と肯定的に回答した生徒の割合(千葉85.4％、全国88.0％)は前回（平成 

２９年度）より4.5ポイント上昇している。【４４】「国語の授業で学習したことを、

普段の生活の中で、話したり聞いたり書いたり読んだりするときに活用しよう

と」する態度（千葉69.8%、全国71.6%）に一層つながっていくことが望まれる。 

◆ 【４２】「国語の授業の内容はよくわかる」と肯定的に回答した生徒の割合(千葉72.8％)

は全国に比べ4.8ポイント低い。本県児童（【児３９】千葉83.9％）に10ポイント以

上の開きがあることから、中学進学後の学習のつまずきに留意して指導する必要があ

る。 
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（２）中学校国語 

 ① 調査区分ごとに見た傾向 
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 ○経年変化グラフ 

  

 

 

 

 

 

→ → 

→ 

平均正答率 
平均正答率は、全国に比べ 0.8 ポイント低い。 

領   域   等 
全国を 100 とした時の指数に比べ、「話すこと・聞くこと」は 1.6 ポイント低く、

「書くこと」は 2.1 ポイント低く、「読むこと」は 1.0 ポイント低く、昨年度より 1.5
ポイント低下した。「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」は 0.3 ポイント
低い。 
問 題 形 式 
 指数では、「選択式」は 1.0 ポイント低く、「短答式」は 0.9 ポイント高く、「記述
式」は 2.5 ポイント低い状況である。 

→ 

 
98.9 
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 　③　各設問の結果

[

知
識

]

に
関
す
る
問
題

[

活
用

]

に
関
す
る
問
題

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

一 読 ２ 読 〇 〇 選 62.7 -1.2 0.2 0.1

二 読 １ 読 〇 〇 選 61.6 0.1 0.2 0.1

三 読 １
関
・
読

〇 記 90.1 -1.1 2.1 0.4

課題改善 57.3 0.5 7.0 1.4

H24
A7五

72.1 -1.6 2.8 0.1

一 話 １ 話 〇 〇 選 79.6 -0.8 0.2 0.0

二 話 １ 話 〇 〇 選 69.0 -0.7 0.3 0.0

※平成２４年度は抽出調査の結果である。

言 短〇 〇

2

１

問
　
題

話合いでの発言について
説明したものとして適切
なものを選択する

「みんなの短歌」に掲載
されている短歌の中から
一首を選び、感じたこと
や考えたことを書く

「日本の文化の中には、
海外でも広く知られてい
るものがあります。……
第一回は、弁当です。」
について説明したものと
して適切なものを選択す
る

「海外に広がる弁当の魅
力」で述べられている、
弁当の魅力として適切な
ものを選択する

１

四

「声の広場」への投稿を
封筒で郵送するために、
投稿先の名前と住所を書
く

相手に分かりやす
く伝わる表現につ
いて理解する

伝

文章の展開に即し
て情報を整理し、
内容を捉える

封筒の書き方を理
解して書く

文章に表れている
ものの見方や考え
方について、自分
の考えをもつ

話合いでの発言の役割に
ついて説明したものとし
て適切なものを選択する

話合いの話題や方
向を捉える

文章の構成や展
開、表現の仕方に
ついて、根拠を明
確にして自分の考
えをもつ

（凡例）

　〔出題の趣旨〕
　　　「課題改善」　過去の調査結果からの課題を踏まえた問題
　　　「同一」　　　過去の調査と同一の問題
　〔領域等〕学習指導要領の領域等
　　　「話」　話すこと・聞くこと　　　「書」　書くこと　　　「読」　読むこと
　　　「伝」　伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
　〔評価の観点〕
　　　「関」　国語への関心・意欲・態度　　　　　「話」　話す・聞く能力
　　　「書」　書く能力　　　　　　　　　　　　　「読」　読む能力
　　　「言」　言語についての知識・理解・技能
　〔問題形式〕
　　　「選」　選択式　　　　　「短」　短答式　　　　　「記」　記述式

設
問
番
号

設問の概要
領
域
等

評
価
の
観
点

：全国を下回るもの

学
習
学
年

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

：全国との差３．０ポイント以上
：全国との差３．０ポイント以上

△（ 良  好 ）
▼（課題あり）

(参考)

問
題
形
式

－ 22 －

[

知
識

]

に
関
す
る
問
題

[

活
用

]

に
関
す
る
問
題

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

2 三 話 １
関
・
話

〇 記 58.7 -1.7 10.7 1.8

一 書 ２ 書 〇 〇 選 86.9 -0.5 0.5 0.1

課題改善 74.9 -2.9 9.6 1.7

H28小
B2二(1)

49.9 -1.5 7.7 1.0

H28小
B2二(2)

63.1 -1.1 8.8 1.1

4 伝 １ 言 〇 〇 選 77.8 -0.9 1.4 0.2

〇

問
　
題

設
問
番
号

設問の概要 出題の趣旨

１
関
・
書

記

3

二

広報誌の一部にある情報
を用いて、意見文の下書
きに「魅力」の具体例を
書き加える

伝えたい事柄につ
いて、根拠を明確
にして書く

語の一部を省いた表現に
ついての説明として適切
なものを選択する

語の一部を省いた
表現について、話
や文章の中での適
切な活用の仕方を
理解する

書

話合いの流れを踏まえ、
「どうするか決まってい
ないこと」について自分
の考えを書く

話合いの話題や方
向を捉えて自分の
考えをもつ

意見文の下書きに書き加
える言葉として適切なも
のを選択する

書いた文章を読み
返し、論の展開に
ふさわしい語句や
文の使い方を検討
する

正答率 無解答率

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

領
域
等

学
習
学
年

評
価
の
観
点

(参考)

問
題
形
式
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 　③　各設問の結果

[

知
識

]

に
関
す
る
問
題

[

活
用

]

に
関
す
る
問
題

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

一 読 ２ 読 〇 〇 選 62.7 -1.2 0.2 0.1

二 読 １ 読 〇 〇 選 61.6 0.1 0.2 0.1

三 読 １
関
・
読

〇 記 90.1 -1.1 2.1 0.4

課題改善 57.3 0.5 7.0 1.4

H24
A7五

72.1 -1.6 2.8 0.1

一 話 １ 話 〇 〇 選 79.6 -0.8 0.2 0.0

二 話 １ 話 〇 〇 選 69.0 -0.7 0.3 0.0

※平成２４年度は抽出調査の結果である。

言 短〇 〇

2

１

問
　
題

話合いでの発言について
説明したものとして適切
なものを選択する

「みんなの短歌」に掲載
されている短歌の中から
一首を選び、感じたこと
や考えたことを書く

「日本の文化の中には、
海外でも広く知られてい
るものがあります。……
第一回は、弁当です。」
について説明したものと
して適切なものを選択す
る

「海外に広がる弁当の魅
力」で述べられている、
弁当の魅力として適切な
ものを選択する

１

四

「声の広場」への投稿を
封筒で郵送するために、
投稿先の名前と住所を書
く

相手に分かりやす
く伝わる表現につ
いて理解する

伝

文章の展開に即し
て情報を整理し、
内容を捉える

封筒の書き方を理
解して書く

文章に表れている
ものの見方や考え
方について、自分
の考えをもつ

話合いでの発言の役割に
ついて説明したものとし
て適切なものを選択する

話合いの話題や方
向を捉える

文章の構成や展
開、表現の仕方に
ついて、根拠を明
確にして自分の考
えをもつ

（凡例）

　〔出題の趣旨〕
　　　「課題改善」　過去の調査結果からの課題を踏まえた問題
　　　「同一」　　　過去の調査と同一の問題
　〔領域等〕学習指導要領の領域等
　　　「話」　話すこと・聞くこと　　　「書」　書くこと　　　「読」　読むこと
　　　「伝」　伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
　〔評価の観点〕
　　　「関」　国語への関心・意欲・態度　　　　　「話」　話す・聞く能力
　　　「書」　書く能力　　　　　　　　　　　　　「読」　読む能力
　　　「言」　言語についての知識・理解・技能
　〔問題形式〕
　　　「選」　選択式　　　　　「短」　短答式　　　　　「記」　記述式

設
問
番
号

設問の概要
領
域
等

評
価
の
観
点

：全国を下回るもの

学
習
学
年

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

：全国との差３．０ポイント以上
：全国との差３．０ポイント以上

△（ 良  好 ）
▼（課題あり）

(参考)

問
題
形
式
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[

知
識

]

に
関
す
る
問
題

[

活
用

]

に
関
す
る
問
題

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

2 三 話 １
関
・
話

〇 記 58.7 -1.7 10.7 1.8

一 書 ２ 書 〇 〇 選 86.9 -0.5 0.5 0.1

課題改善 74.9 -2.9 9.6 1.7

H28小
B2二(1)

49.9 -1.5 7.7 1.0

H28小
B2二(2)

63.1 -1.1 8.8 1.1

4 伝 １ 言 〇 〇 選 77.8 -0.9 1.4 0.2

〇

問
　
題

設
問
番
号

設問の概要 出題の趣旨

１
関
・
書

記

3

二

広報誌の一部にある情報
を用いて、意見文の下書
きに「魅力」の具体例を
書き加える

伝えたい事柄につ
いて、根拠を明確
にして書く

語の一部を省いた表現に
ついての説明として適切
なものを選択する

語の一部を省いた
表現について、話
や文章の中での適
切な活用の仕方を
理解する

書

話合いの流れを踏まえ、
「どうするか決まってい
ないこと」について自分
の考えを書く

話合いの話題や方
向を捉えて自分の
考えをもつ

意見文の下書きに書き加
える言葉として適切なも
のを選択する

書いた文章を読み
返し、論の展開に
ふさわしい語句や
文の使い方を検討
する

正答率 無解答率

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

領
域
等

学
習
学
年

評
価
の
観
点

(参考)

問
題
形
式
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中学校・国語【課題の⾒られた設問の例】 

１一 

問題の概要・趣旨 正答率（％） 

文章の構成や展開、表現の仕方について、根拠を明確にして自分の考

えをもつ 

県 差 

62.7 -1.2 

※「差」は、全国平均との差を示している。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

○
正
答
は
２
で
あ
る
が
、
本
県
で
は
１
、 

４
を
選
ん
だ
生
徒
の
割
合
（
類
型
１
、 

４
）
の
合
計
が
二
八
．
六
％
で
あ
っ 

た
。
こ
の
よ
う
に
解
答
し
た
生
徒
は
、 

文
章
の
構
成
や
展
開
、
表
現
の
仕
方 

を
分
析
的
に
捉
え
、
そ
の
よ
う
な
表 

現
を
し
た
書
き
手
の
意
図
や
目
的
を 

考
え
た
り
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
考 

え
た
り
す
る
こ
と
に
課
題
が
あ
る
。 

「
日
本
の
文
化
の
例
」
が
「
複
数
」 

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、「
外
国
語
の 

辞
書
に
載
っ
て
い
る
言
葉
」
が
示
さ 

れ
て
い
る
こ
と
を
捉
え
る
こ
と
は
で 

き
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
記
述
の
効 

果
に
つ
い
て
、【
全
国
中
学
生
新
聞
】 

の
紙
面
構
成
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
検 

討
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

○
な
お
、
選
択
肢
３
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
は
、
新
聞
記
事
の
冒
頭
に
要
約
を
示
す

書
き
方
も
あ
る
こ
と
を
学
習
し
て
お
く
こ
と
は
効
果
的
で
あ
る
。 

○
学
習
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
文
章
の
構
成
や
展
開
、
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
自
分

の
考
え
を
ま
と
め
る
際
に
、
自
分
の
考
え
を
支
え
る
根
拠
と
な
る
段
落
や
部
分
な

ど
を
挙
げ
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を
分
析

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
表
現
を
し
た
書
き
手
の
目
的
や
意
図
を
考
え

た
り
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
考
え
た
り
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。 

１ 

問
題
用
紙
Ⅱ
の
【
全
国
中
学
生
新
聞
】
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

一 

「
〈
シ
リ
ー
ズ
〉
再
発
見
！ 

日
本
の
文
化
」
に
あ
る
、「
日
本
の
文
化
の
中
に
は
、
海
外
で
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
…

…
第
一
回
は
、
弁
当
で
す
。」
と
い
う
文
章
（ 

 
 
 
 

で
囲
ま
れ
た
部
分
）
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の

１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 

１ 

日
本
の
文
化
の
例
を
複
数
示
す
こ
と
で
、
読
者
が
様
々
な
国
の
文
化
と
比
較
し
な
が
ら
こ
の
紙
面
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い 

る
。 

２ 

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
取
り
上
げ
る
内
容
を
示
す
こ
と
で
、
読
者
が
今
後
の
掲
載
の
見
通
し
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

３ 

「
海
外
に
広
が
る
弁
当
の
魅
力
」
の
記
事
の
要
約
を
示
す
こ
と
で
、
読
者
が
時
間
を
か
け
ず
に
新
聞
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て 

い
る
。 

４ 

外
国
語
の
辞
書
に
載
っ
て
い
る
言
葉
を
示
す
こ
と
で
、
読
者
が
海
外
と
日
本
の
言
葉
の
意
味
の
違
い
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し 

て
い
る
。 
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１二 

問題の概要・趣旨 正答率（％） 

文章の展開に即して情報を整理し、内容を捉える 
県 差 

61.6 +0.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《
国
立
教
育
政
策
研
究
所
『
平
成
三
十
一
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
学
習
指
導
の
改
善
・
充
実
に
向
け
た
説
明
会
【
説
明
資
料
】』
よ
り
》 

○
正
答
は
２
、
５
と
解
答
し
て
い
る
も
の
（
類
型
１
）
で
あ
る
が
、
本
県
で
は
、
一
つ
ま
た
は
複
数
選
択
す
る

中
で
２
だ
け
正
し
く
解
答
し
て
い
る
生
徒
の
割
合
（
類
型
２
）
は
一
二
．
四
％
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
答

し
た
生
徒
は
、
選
択
肢
２
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
て
い
る
が
、
５
を
見
落
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
海
外

に
広
が
る
弁
当
の
魅
力
」
に
つ
い
て
の
文
章
全
体
を
読
ん
だ
上
で
、
複
数
の
弁
当
の
魅
力
を
的
確
に
捉
え
る

必
要
が
あ
る
。 

○
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
は
、
必
要
と
な
る
複
数
の
情
報
を
取
り
出
し
て
整
理
す
る
設
問
で
正
答
率
が

下
が
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
文
章
を
読
ん
で
内
容
を
捉
え
る
際
に
は
、
文
章
の
内
容
や
構
造
を
理
解
し
た
り
、

そ
の
文
章
の
特
徴
を
把
握
し
た
り
し
な
が
ら
、
目
的
や
必
要
に
応
じ
て
情
報
を
過
不
足
な
く
選
択
し
整
理
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
出
題
例
と
し
て
、
平
成
二
十
七
年
度
Ｂ
２
二
（
文
章
の
中
心

的
な
部
分
と
付
加
的
な
部
分
な
ど
を
読
み
分
け
、
要
旨
を
捉
え
る
）、
平
成
二
十
八
年
度
Ｂ
２
二
（
目
的
に

応
じ
て
文
章
を
要
約
す
る
）
な
ど
が
あ
り
、
授
業
で
も
活
用
さ
れ
た
い
。 

○
学
習
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
例
え
ば
、
目
的
を
も
っ
て
文
章
を
読
み
、
必
要
な
情
報
を
過
不
足
な
く
取
り
出

す
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
そ
の
情
報
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で

き
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
な
ど
の
学
習
活
動
が
考
え
ら
れ
る
。
左
に
示
し
た
平
成
三
十
年
度
授
業
ア
イ

デ
ィ
ア
例
「
目
的
に
応
じ
て
説
明
的
な
文
章
を
読
む
」
で
は
、
そ
の
ま
ま
コ
ピ
ー
し
て
使
用
で
き
る
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
も
付
い
て
い
る
の
で
、
参
照
・
活
用
さ
れ
た
い
。（
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

→ 

全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査 

→ 

分
析
ツ
ー
ル 

→ 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
関
わ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
紹
介

〔
国
立
教
育
政
策
研
究
所
〕
→ 

授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例 

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
） 

二 

「
海
外
に
広
が
る
弁
当
の
魅
力
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
弁
当
の
魅
力
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
か
ら
５
ま
で
の
中
か
ら
全
て
選
び

な
さ
い
。 

 

１ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
様
々
な
国
の
弁
当
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

主
食
、
主
菜
、
副
菜
な
ど
が
収
ま
っ
て
お
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

ボ
ッ
ク
ス
ラ
ン
チ
や
カ
ス
ク
ル
ー
ト
な
ど
と
は
異
な
り
、
戸
外
に
持
ち
出
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

い
ろ
い
ろ
な
料
理
が
詰
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
食
べ
物
の
風
味
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

様
々
な
デ
ザ
イ
ン
の
弁
当
箱
が
あ
り
、
自
分
の
好
み
の
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。 

《
国
立
教
育
政
策
研
究
所
「
平
成
三
十
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
【
中
学
校
】
国
語
Ｂ
１
三
に
係
る
授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
『
目
的
に
応
じ
て
説
明
的
な
文
章
を
読
む
』」
よ
り
》 

－ 24 － － 25 －



－ 24 － 

中学校・国語【課題の⾒られた設問の例】 

１一 

問題の概要・趣旨 正答率（％） 

文章の構成や展開、表現の仕方について、根拠を明確にして自分の考

えをもつ 

県 差 

62.7 -1.2 

※「差」は、全国平均との差を示している。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

○
正
答
は
２
で
あ
る
が
、
本
県
で
は
１
、 

４
を
選
ん
だ
生
徒
の
割
合
（
類
型
１
、 

４
）
の
合
計
が
二
八
．
六
％
で
あ
っ 

た
。
こ
の
よ
う
に
解
答
し
た
生
徒
は
、 

文
章
の
構
成
や
展
開
、
表
現
の
仕
方 

を
分
析
的
に
捉
え
、
そ
の
よ
う
な
表 

現
を
し
た
書
き
手
の
意
図
や
目
的
を 

考
え
た
り
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
考 

え
た
り
す
る
こ
と
に
課
題
が
あ
る
。 

「
日
本
の
文
化
の
例
」
が
「
複
数
」 

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、「
外
国
語
の 

辞
書
に
載
っ
て
い
る
言
葉
」
が
示
さ 

れ
て
い
る
こ
と
を
捉
え
る
こ
と
は
で 

き
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
記
述
の
効 

果
に
つ
い
て
、【
全
国
中
学
生
新
聞
】 

の
紙
面
構
成
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
検 

討
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

○
な
お
、
選
択
肢
３
に
つ
い
て
、
一
般
的
に
は
、
新
聞
記
事
の
冒
頭
に
要
約
を
示
す

書
き
方
も
あ
る
こ
と
を
学
習
し
て
お
く
こ
と
は
効
果
的
で
あ
る
。 

○
学
習
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
文
章
の
構
成
や
展
開
、
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
自
分

の
考
え
を
ま
と
め
る
際
に
、
自
分
の
考
え
を
支
え
る
根
拠
と
な
る
段
落
や
部
分
な

ど
を
挙
げ
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を
分
析

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
表
現
を
し
た
書
き
手
の
目
的
や
意
図
を
考
え

た
り
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
考
え
た
り
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。 

１ 

問
題
用
紙
Ⅱ
の
【
全
国
中
学
生
新
聞
】
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

一 

「
〈
シ
リ
ー
ズ
〉
再
発
見
！ 

日
本
の
文
化
」
に
あ
る
、「
日
本
の
文
化
の
中
に
は
、
海
外
で
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
…

…
第
一
回
は
、
弁
当
で
す
。」
と
い
う
文
章
（ 

 
 
 
 

で
囲
ま
れ
た
部
分
）
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の

１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 

１ 

日
本
の
文
化
の
例
を
複
数
示
す
こ
と
で
、
読
者
が
様
々
な
国
の
文
化
と
比
較
し
な
が
ら
こ
の
紙
面
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い 

る
。 

２ 

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
取
り
上
げ
る
内
容
を
示
す
こ
と
で
、
読
者
が
今
後
の
掲
載
の
見
通
し
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

３ 

「
海
外
に
広
が
る
弁
当
の
魅
力
」
の
記
事
の
要
約
を
示
す
こ
と
で
、
読
者
が
時
間
を
か
け
ず
に
新
聞
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て 

い
る
。 

４ 

外
国
語
の
辞
書
に
載
っ
て
い
る
言
葉
を
示
す
こ
と
で
、
読
者
が
海
外
と
日
本
の
言
葉
の
意
味
の
違
い
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し 

て
い
る
。 

－ 25 － 

１二 

問題の概要・趣旨 正答率（％） 

文章の展開に即して情報を整理し、内容を捉える 
県 差 

61.6 +0.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《
国
立
教
育
政
策
研
究
所
『
平
成
三
十
一
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
学
習
指
導
の
改
善
・
充
実
に
向
け
た
説
明
会
【
説
明
資
料
】』
よ
り
》 

○
正
答
は
２
、
５
と
解
答
し
て
い
る
も
の
（
類
型
１
）
で
あ
る
が
、
本
県
で
は
、
一
つ
ま
た
は
複
数
選
択
す
る

中
で
２
だ
け
正
し
く
解
答
し
て
い
る
生
徒
の
割
合
（
類
型
２
）
は
一
二
．
四
％
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
答

し
た
生
徒
は
、
選
択
肢
２
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
て
い
る
が
、
５
を
見
落
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
海
外

に
広
が
る
弁
当
の
魅
力
」
に
つ
い
て
の
文
章
全
体
を
読
ん
だ
上
で
、
複
数
の
弁
当
の
魅
力
を
的
確
に
捉
え
る

必
要
が
あ
る
。 

○
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
は
、
必
要
と
な
る
複
数
の
情
報
を
取
り
出
し
て
整
理
す
る
設
問
で
正
答
率
が

下
が
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
文
章
を
読
ん
で
内
容
を
捉
え
る
際
に
は
、
文
章
の
内
容
や
構
造
を
理
解
し
た
り
、

そ
の
文
章
の
特
徴
を
把
握
し
た
り
し
な
が
ら
、
目
的
や
必
要
に
応
じ
て
情
報
を
過
不
足
な
く
選
択
し
整
理
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
出
題
例
と
し
て
、
平
成
二
十
七
年
度
Ｂ
２
二
（
文
章
の
中
心

的
な
部
分
と
付
加
的
な
部
分
な
ど
を
読
み
分
け
、
要
旨
を
捉
え
る
）、
平
成
二
十
八
年
度
Ｂ
２
二
（
目
的
に

応
じ
て
文
章
を
要
約
す
る
）
な
ど
が
あ
り
、
授
業
で
も
活
用
さ
れ
た
い
。 

○
学
習
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
例
え
ば
、
目
的
を
も
っ
て
文
章
を
読
み
、
必
要
な
情
報
を
過
不
足
な
く
取
り
出

す
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
そ
の
情
報
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で

き
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
な
ど
の
学
習
活
動
が
考
え
ら
れ
る
。
左
に
示
し
た
平
成
三
十
年
度
授
業
ア
イ

デ
ィ
ア
例
「
目
的
に
応
じ
て
説
明
的
な
文
章
を
読
む
」
で
は
、
そ
の
ま
ま
コ
ピ
ー
し
て
使
用
で
き
る
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
も
付
い
て
い
る
の
で
、
参
照
・
活
用
さ
れ
た
い
。（
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

→ 

全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査 

→ 

分
析
ツ
ー
ル 

→ 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
関
わ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
紹
介

〔
国
立
教
育
政
策
研
究
所
〕
→ 

授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例 

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
） 

二 

「
海
外
に
広
が
る
弁
当
の
魅
力
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
弁
当
の
魅
力
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
か
ら
５
ま
で
の
中
か
ら
全
て
選
び

な
さ
い
。 

 

１ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
様
々
な
国
の
弁
当
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

主
食
、
主
菜
、
副
菜
な
ど
が
収
ま
っ
て
お
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

ボ
ッ
ク
ス
ラ
ン
チ
や
カ
ス
ク
ル
ー
ト
な
ど
と
は
異
な
り
、
戸
外
に
持
ち
出
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 
い
ろ
い
ろ
な
料
理
が
詰
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
食
べ
物
の
風
味
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

様
々
な
デ
ザ
イ
ン
の
弁
当
箱
が
あ
り
、
自
分
の
好
み
の
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。 

《
国
立
教
育
政
策
研
究
所
「
平
成
三
十
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
【
中
学
校
】
国
語
Ｂ
１
三
に
係
る
授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
『
目
的
に
応
じ
て
説
明
的
な
文
章
を
読
む
』」
よ
り
》 

－ 24 － － 25 －



－ 26 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２三 

問題の概要・趣旨 正答率（％） 無解答率（％） 

話合いの話題や方向を捉えて自分の考えをもつ 
県 差 県 差 

58.7 -1.7 10.7 +1.8 

○
正
答
の
条
件
を
満
た
し
て
解
答
し
た
生
徒
の
割
合
は
五
八
．
七
％
で
（
全
国
六
〇
．
四
％
）
で
あ
る
。
無
解

答
率
も
一
〇
．
七
％
と
最
も
高
い
設
問
と
な
っ
て
い
る
。
条
件
１
を
満
た
し
、
話
合
い
の
流
れ
を
踏
ま
え
て
「
ど

う
す
る
か
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
」
と
は
何
か
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
る
が
、
具
体
的
な
解
決
策
を
提

示
で
き
て
い
な
い
生
徒
（
類
型
３
）
は
一
〇
．
〇
％
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
登
場
人
物
の
発
言
を
踏
ま
え
、
ど

の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
を
明
確
に
し
た
上
で
、
そ
れ
を
解
決
す
る
具
体
的
な
案
を
提
示
す
る
必
要
が
あ

る
。 

 

○
話
合
い
を
す
る
際
に
は
、
話 

合
い
の
話
題
や
方
向
を
捉
え 

て
的
確
に
話
し
た
り
、
相
手 

の
発
言
を
注
意
し
て
聞
い
た 

り
し
な
が
ら
、
常
に
自
分
の 

考
え
と
比
較
し
、
考
え
を
ま 

と
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

学
習
指
導
に
当
た
っ
て
は
、 

相
手
の
理
解
の
状
況
を
踏
ま 

え
、
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る 

よ
う
に
表
現
を
工
夫
し
て
話 

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す 

る
こ
と
や
、
話
合
い
の
中
で
、 

目
的
や
場
面
に
応
じ
て
設
問 

中
の
各
選
択
肢
に
示
さ
れ
た 

よ
う
な
役
割
を
果
た
す
発
言 

を
意
識
す
る
よ
う
に
促
す
こ 

と
が
大
切
で
あ
る
。 

平
成
二
十
四
年
度
の
授
業
ア 

イ
デ
ィ
ア
例
「
対
談
を
読
ん 

で
考
え
た
こ
と
を
基
に
座
談 

会
を
行
う
。」
等
も
参
照
・ 

活
用
さ
れ
た
い
。 

２ 

第
一
中
学
校
の
生
徒
会
役
員
の
山
下
さ
ん
た
ち
は
、
「
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
文
化
祭

に
す
る
た
め
に
」
と
い
う
議
題
で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
次
は
、【
話
し
合
い
の
一
部
】
で
す
。
こ
れ
を

読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
場
面
➀
か
ら
場
面
➂
は
、
連
続
し
た
場
面
で
す
。） 

三 

場
面
③
の 

 

Ａ 
 

で
山
下
さ
ん
は
、「
ど
う
す
る
か
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
」
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
述
べ

ま
す
か
。
次
の
条
件
１
と
条
件
２
に
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
話
す
よ
う
に
書
き
な
さ
い
。 

 
 

な
お
、
読
み
返
し
て
文
章
を
直
し
た
い
と
き
は
、
二
本
線
で
消
し
た
り
行
間
に
書
き
加
え
た
り
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

  

条
件
１ 

話
し
合
い
の
流
れ
を
踏
ま
え
、
「
ど
う
す
る
か
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
」
と
は
何
か
を
明
確
に
し
て
書
く
こ
と
。 

 

条
件
２ 

条
件
１
で
示
し
た
「
ど
う
す
る
か
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
」
を
解
決
す
る
具
体
的
な
案
を
考
え
て
書
く
こ
と
。 

《
国
立
教
育
政
策
研
究
所
「
平
成
二
十
四
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
【
中
学
校
】
国
語
Ｂ
１
三
に
係
る
授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
『
対
談
を 

読
ん
で
考
え
た
こ
と
を
基
に
座
談
会
を
行
う
。』」
よ
り
》 

－ 27 － 

授業アイディア例 

 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成３１年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」より） 

－ 26 － － 27 －



－ 26 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２三 

問題の概要・趣旨 正答率（％） 無解答率（％） 

話合いの話題や方向を捉えて自分の考えをもつ 
県 差 県 差 

58.7 -1.7 10.7 +1.8 

○
正
答
の
条
件
を
満
た
し
て
解
答
し
た
生
徒
の
割
合
は
五
八
．
七
％
で
（
全
国
六
〇
．
四
％
）
で
あ
る
。
無
解

答
率
も
一
〇
．
七
％
と
最
も
高
い
設
問
と
な
っ
て
い
る
。
条
件
１
を
満
た
し
、
話
合
い
の
流
れ
を
踏
ま
え
て
「
ど

う
す
る
か
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
」
と
は
何
か
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
る
が
、
具
体
的
な
解
決
策
を
提

示
で
き
て
い
な
い
生
徒
（
類
型
３
）
は
一
〇
．
〇
％
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
登
場
人
物
の
発
言
を
踏
ま
え
、
ど

の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
を
明
確
に
し
た
上
で
、
そ
れ
を
解
決
す
る
具
体
的
な
案
を
提
示
す
る
必
要
が
あ

る
。 

 

○
話
合
い
を
す
る
際
に
は
、
話 

合
い
の
話
題
や
方
向
を
捉
え 

て
的
確
に
話
し
た
り
、
相
手 

の
発
言
を
注
意
し
て
聞
い
た 

り
し
な
が
ら
、
常
に
自
分
の 

考
え
と
比
較
し
、
考
え
を
ま 

と
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

学
習
指
導
に
当
た
っ
て
は
、 

相
手
の
理
解
の
状
況
を
踏
ま 

え
、
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る 

よ
う
に
表
現
を
工
夫
し
て
話 

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す 

る
こ
と
や
、
話
合
い
の
中
で
、 

目
的
や
場
面
に
応
じ
て
設
問 

中
の
各
選
択
肢
に
示
さ
れ
た 

よ
う
な
役
割
を
果
た
す
発
言 

を
意
識
す
る
よ
う
に
促
す
こ 

と
が
大
切
で
あ
る
。 

平
成
二
十
四
年
度
の
授
業
ア 

イ
デ
ィ
ア
例
「
対
談
を
読
ん 

で
考
え
た
こ
と
を
基
に
座
談 

会
を
行
う
。」
等
も
参
照
・ 

活
用
さ
れ
た
い
。 

２ 

第
一
中
学
校
の
生
徒
会
役
員
の
山
下
さ
ん
た
ち
は
、
「
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
文
化
祭

に
す
る
た
め
に
」
と
い
う
議
題
で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
次
は
、【
話
し
合
い
の
一
部
】
で
す
。
こ
れ
を

読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
場
面
➀
か
ら
場
面
➂
は
、
連
続
し
た
場
面
で
す
。） 

三 

場
面
③
の 

 

Ａ 
 

で
山
下
さ
ん
は
、「
ど
う
す
る
か
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
」
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
述
べ

ま
す
か
。
次
の
条
件
１
と
条
件
２
に
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
話
す
よ
う
に
書
き
な
さ
い
。 

 
 

な
お
、
読
み
返
し
て
文
章
を
直
し
た
い
と
き
は
、
二
本
線
で
消
し
た
り
行
間
に
書
き
加
え
た
り
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

  

条
件
１ 

話
し
合
い
の
流
れ
を
踏
ま
え
、
「
ど
う
す
る
か
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
」
と
は
何
か
を
明
確
に
し
て
書
く
こ
と
。 

 

条
件
２ 

条
件
１
で
示
し
た
「
ど
う
す
る
か
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
」
を
解
決
す
る
具
体
的
な
案
を
考
え
て
書
く
こ
と
。 

《
国
立
教
育
政
策
研
究
所
「
平
成
二
十
四
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
【
中
学
校
】
国
語
Ｂ
１
三
に
係
る
授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
『
対
談
を 

読
ん
で
考
え
た
こ
と
を
基
に
座
談
会
を
行
う
。』」
よ
り
》 

－ 27 － 

授業アイディア例 

 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成３１年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」より） 

8
9

10

11
12第
２
時

第
３
時

❸
 　

❷
で

記
入

し
た

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

を
用

い
て

，
文

章
の

構
成

や
展

開
，

表
現

の
仕

方
に

つ
い

て
考

え
た

こ
と

を
グ

ル
ー

プ
で

交
流

す
る

。

❹
 　

❸
で

交
流

し
た

内
容

を
踏

ま
え

，
文

章
の

構
成

や
展

開
，

表
現

の
仕

方
に

つ
い

て
の

考
え

を
各

自
で

見
直

し
，

必
要

に
応

じ
て

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
書

く
。

〔
「
海
外
に
広
が
る
弁
当
の
魅
力
」
に
つ
い
て
交
流
し
て
い
る
場
面
の
例
〕

〔
Ａ
さ
ん
が
記
入
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
例
〕

8
9

10

11
12

　
前

の
時

間
に

記
入

し
た

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

を
用

い
て

，
そ

れ
ぞ

れ
が

着
目

し
て

い
る

段
落

や
部

分
を

具
体

的
に

示
し

な
が

ら
，

ど
の

よ
う

な
工

夫
と

効
果

が
あ

る
の

か
を

交
流

し
ま

し
ょ

う
。

　
Bさ
ん
，
よ
い
点
に
着
目
し
て
い
ま
す
ね
。
そ
の
関
係
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
推
測
で
き
ま
す
か
。

　
紙
面
の
右
上
の
枠
の
部
分
に
は
，
海
外
に
知
ら
れ
て
い
る
日
本
の
文
化
の
こ
と
が
簡
潔
な
文
章
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
事
で
ど
の
よ
う

な
日
本
の
文
化
を
取
り
上
げ
る
の
か
が
す
ぐ
分
か
り
ま
す
。

　
Ａ
さ
ん
が
着
目
し
た
枠
の
中
に
あ
る
「
本
シ
リ
ー
ズ
で
は
，
こ
の
五
つ
の
日
本
の
文
化
を
取

り
上
げ
，
五
回
に
わ
た
っ
て
，
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
」
と
い
う
部
分
は
，
紙
面

の
最
後
に
あ
る
「
次
回
は
，
『
漫
画
』
を
取
り
上
げ
ま
す
。
」
と
い
う
部
分
と
関
係
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

●
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

や
実

物
投

影
機

な
ど

の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

を
用

い
て

移
動

黒
板

な
ど

に
文

章
全

体
を

映
し

出
し

た
り

，
文

章
全

体
を

拡
大

し
て

印
刷

し
た

紙
を

移
動

黒
板

な
ど

に
貼

っ
た

り
し

て
，

そ
の

場
で

印
を

付
け

た
り

言
葉

を
書

き
込

ん
だ

り
し

な
が

ら
，

交
流

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。

交
流

の
仕

方
に

つ
い

て
の

工
夫

の
例

※
 　

❸
で

交
流

し
た

内
容

を
踏

ま
え

，
Ａ

さ
ん

が
書

き
加

え
た

部
分

。

●
 　

本
授

業
ア

イ
デ

ィ
ア

例
に

示
し

た
教

材
の

他
に

も
，

教
科

書
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
説

明
的

な
文

章
や

，
学

校
図

書
館

に
あ

る
説

明
的

な
文

章
な

ど
を

必
要

に
応

じ
て

取
り

上
げ

る
と

よ
い

。
　

　
●

 　
本

授
業

ア
イ

デ
ィ

ア
例

の
学

習
の

流
れ

を
参

考
に

し
て

，
第

１
学

年
「

C
　

読
む

こ
と

」（
1）

イ
に

つ
い

て
授

業
を

展
開

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。

活
用
の
ポ
イ
ン
ト
！

本
授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例

参
照

「
平

成
31

年
度

（
令

和
元

年
度

）
 報

告
書

　
中

学
校

　
国

語
」

P.
20

 ～
 P

.3
4，

「
平

成
31

年
度

　
解

説
資

料
　

中
学

校
　

国
語

」
P.

12
 ～

 P
.2

3

Aさ
ん

Bさ
ん

4

「
説
明
的
な
文
章
を
読
み
，
書
き
手
の
工
夫
を
見
付
け
て
交
流
し
よ
う
」

～
文

章
の

構
成

や
展

開
，

表
現

の
仕

方
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
～

　
文
章
の
構
成
や
展
開
，
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
，
根
拠
を
明
確
に
し
て
自
分
の
考
え
を
も
つ
こ
と
に
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
，
本
授

業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
で
は
，
説
明
的
な
文
章
を
読
み
，
文
章
の
構
成
や
展
開
，
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
，
ど
の
よ
う
な
工
夫
と
効
果
が
あ
る
の
か
を

考
え
て
，
グ
ル
ー
プ
で
交
流
す
る
学
習
を
提
案
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
の
根
拠
と
な
る
段
落
や
部
分
を
具
体
的
に
示
し
な
が
ら
交
流
す
る
こ

と
を
通
し
て
，
文
章
の
構
成
や
展
開
，
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
狙
い
と
し
ま
す
。

国
語

TY
P
E L 一

学
習

指
導

要
領

に
お

け
る

領
域

・
内

容

 〔
第

２
学

年
〕

　Ｃ
　

読
む

こ
と

　
ウ

課
題

の
見

ら
れ

た
問

題
の

概
要

と
結

果
1

  情
報

を
読

む
（

新
聞

）
1

  一
　

正
答

率
 6

4.
6 

%
　
「
日
本
の
文
化
の
中
に
は
，
海
外
で
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
…
…
第
一
回
は
，
弁
当
で
す
。
」
に
つ

い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る
。

　（
言

語
活

動
）　

説
明

的
な

文
章

を
読

み
，

書
き

手
の

工
夫

を
見

付
け

て
交

流
す

る
。

　
1

一
に

つ
い

て
の

生
徒

の
解

答
の

状
況

を
「

解
答

類
型

」
（

平
成

31
年

度
（

令
和

元
年

度
）

　
報

告
書

　
中

学
校

　
国

語
）

に
照

ら
し

て
把

握
す

る
。

特
に

，
以

下
の

「
解

答
類

型
」

の
生

徒
の

解
答

の
状

況
に

着
目

す
る

。
●

「
解

答
類

型
１

」
，

「
解

答
類

型
４

」
の

生
徒

　
 　

文
章

の
内

容
の

一
部

を
捉

え
る

こ
と

は
で

き
て

い
る

が
，

文
章

の
構

成
や

展
開

，
表

現
の

仕
方

を
分

析
的

に
捉

え
，

そ
の

　
よ

う
な

表
現

を
し

た
書

き
手

の
目

的
や

意
図

を
考

え
た

り
，

そ
の

効
果

に
つ

い
て

考
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
な

い
。

●
「

解
答

類
型

３
」

の
生

徒
　

　
文

章
の

内
容

を
的

確
に

捉
え

た
り

，
文

章
全

体
と

部
分

と
の

関
係

を
考

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

な
い

。

　
第

１
時

終
了

後
に

，
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
の

記
述

内
容

を
分

析
す

る
。

　
授

業
前

に
把

握
し

た
「

解
答

類
型

１
」

，「
解

答
類

型
４

」
や

「
解

答
類

型
３

」
に

該
当

す
る

生
徒

が
，

次
の

観
点

に
つ

い
て

で
き

て
い

る
か

ど
う

か
を

見
る

。
●

　
文

章
の

構
成

や
展

開
，

表
現

の
仕

方
に

つ
い

て
，

ど
の

よ
う

な
工

夫
と

効
果

が
あ

る
の

か
を

考
え

て
書

い
て

い
る

。
●

　
効

果
に

つ
い

て
考

え
る

際
に

，
着

目
し

て
い

る
段

落
や

部
分

と
，

文
章

全
体

や
他

の
部

分
と

の
関

係
を

踏
ま

え
て

い
る

。
 　

第
１

時
終

了
後

に
不

十
分

だ
っ

た
生

徒
に

つ
い

て
は

，
第

２
時

の
交

流
の

様
子

を
観

察
し

，
ど

の
段

落
や

部
分

に
着

目
し

て
い

る
の

か
を

明
ら

か
に

さ
せ

た
り

，
文

章
全

体
や

他
の

部
分

と
の

関
係

を
踏

ま
え

て
そ

の
効

果
を

考
え

さ
せ

た
り

す
る

な
ど

，
必

要
に

応
じ

て
指

導
す

る
。

授
業

前
の

教
師

の
準

備

第
１

時
終

了
後

の
教

師
の

分
析

教
材
例

第
１
時

❶
　
学
習
の
見
通
し
を
も
つ
。

❷
　
各
自
で
文
章
を
読
み
，
ど
の
よ
う
な
工
夫
と
効
果
が
あ
る
の
か
を
各
自
で
考
え
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
く
。

※
 　

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

は
，

着
目

し
て

い
る

段
落

や
部

分
に

印
を

付
け

た
り

，
自

分
の

考
え

を
書

き
込

ん
だ

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

，
文

章
全

体
を

載
せ

る
な

ど
の

工
夫

を
す

る
。（

P.
４

〔
A

さ
ん

が
記

入
し

た
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
の

例
〕

参
照

）

●
　
「
海
外
に
広
が
る
弁
当
の
魅
力
」
（
平
成
31

年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
【
中
学
校
】
国
語
1
）

●
　
新
聞
や
雑
誌
の
文
章
な
ど

教
師

男
女

男
女

男
女

先
生

①
②

③
④

⑤
⑥

A
B

C
D

E
F

a
b

c
d

e
f

中
学
生

小
学
生　

書
き

手
は

，
目

的
や

意
図

に
応

じ
て

様
々

な
工

夫
を

し
て

文
章

を
書

い
て

い
ま

す
。

文
章

の
構

成
や

展
開

，
表

現
の

仕
方

に
留

意
し

て
文

章
を

読
み

，
ど

の
よ

う
な

工
夫

と
効

果
が

あ
る

の
か

を
考

え
ま

し
ょ

う
。

効
果

に
つ

い
て

考
え

る
際

は
，

着
目

し
て

い
る

段
落

や
部

分
と

，
文

章
全

体
や

他
の

部
分

と
の

関
係

を
踏

ま
え

る
こ

と
が

大
切

で
す

。

授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例

学
習
の
流
れ

1

　
「

説
明

的
な

文
章

を
読

み
，

書
き

手
の

工
夫

を
見

付
け

て
交

流
す

る
」

た
め

の
学

習
の

見
通

し
を

も
つ

。
　

文
章

の
構

成
や

展
開

，
表

現
の

仕
方

に
つ

い
て

，
ど

の
よ

う
な

工
夫

と
効

果
が

あ
る

の
か

を
各

自
で

考
え

て
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

書
く

。
 

（
第

１
時

）

　
第

１
時

に
記

入
し

た
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

用
い

て
，

文
章

の
構

成
や

展
開

，
表

現
の

仕
方

に
つ

い
て

考
え

た
こ

と
を

グ
ル

ー
プ

で
交

流
す

る
。

 
（

第
２

時
）

　
第

１
時

，
第

２
時

の
学

習
を

踏
ま

え
，

文
章

の
構

成
や

展
開

，
表

現
の

仕
方

に
つ

い
て

の
考

え
を

各
自

で
見

直
す

。
　

学
習

を
振

り
返

る
。

 （
第

３
時

）

3

（国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成３１年度（令和元年度）　全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」より）
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